
- 1 -

幌加内町平成２９年予算審査特別委員会 第１日目

平成２９年３月１５日（水曜日）

〇出席委員（８名）

委 員 長 ８番 齋 藤 雅 文 君 副委員長 ５番 小 関 和 明 君

副委員長 ６番 春 名 久 士 君 １番 稲 見 隆 浩 君

３番 中 川 秀 雄 君 ４番 市 村 裕 一 君

７番 田 丸 利 博 君 ９番 小 川 雅 昭 君

〇出席委員（１名）

２番 中 村 雅 義 君

〇出席説明員

町 長 細 川 雅 弘 君

副 町 長 村 上 悟 君

教 育 長 児 玉 博 君

総 務 課 長 大 野 克 彦 君

産 業 課 長 村 上 雅 之 君

建 設 課 長 小 野 田 倫 久 君

住 民 課 長 竹 谷 浩 昌 君

保健福祉課長 中 河 滋 登 君

診療所事務長 蔵 前 裕 幸 君

保 健 福 祉
木 下 八 代 恵 君

課 長 補 佐

住 民 課 主 幹 岩 本 美 佐 江 君

地域振興室長 山 本 久 稔 君

農 業 委 員 会
柏 原 潤 君

事 務 局 次 長

総 務 課
山 本 め ぐ み 君

税 務 係 長

総 務 課
安 藝 修 君

庶 務 係 長

総 務 課
三 浦 依 理 子 君

職員厚生係長

総 務 課
椿 英 万 君

情報管理係長



- 2 -

総 務 課
菊 地 宏 君

財 政 係 長

総 務 課
加 藤 洋 恵 君

管 財 係 長

住 民 課 主 幹 加 藤 誠 一 君

産 業 課 主 幹 新 江 和 夫 君

産 業 課
伊 藤 宗 徳 君

農 政 係 長

産 業 課
高 木 敏 光 君

農業振興係長

産 業 課
渡 邉 義 夫 君

商工観光係長

建 設 課 主 幹 髙 田 英 樹 君

保 健 福 祉 課
しあわせ福祉 松 岡 剛 君
係 長

保 健 福 祉 課
相 澤 雅 彦 君

介護保険係長

保 健 福 祉 課
あんしん介護 北 村 康 栄 君
係 長

地 域 振 興 室
野 口 卓 也 君

主 幹

教 育 次 長 清 原 吉 典 君

学 務 課 長 内 山 渉 君

社会教育係長 野 村 道 宏 君

幌 加 内 高 等
髙 田 美 穂 君

学 校 事 務 長

〇出席事務局職員

事 務 局 長 宮 田 直 樹 君

書 記 岡 田 由 美 君



- 3 -

開会 午前 ８時５９分

◎開会・開議の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまの出席委員数は８名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。

これより平成２９年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして一

言ご挨拶を申し上げます。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、朝早くからご

出席をいただき、厚くお礼申し上げます。さきの本会議において予算審査特別委員会が設

置され、私が委員長として重責を担うこととなりました。町議会の新たな取り組みとして

開かれた議会を目指すため、本年度から広く町民の皆様に傍聴いただけるよう、予算審査

別委員会を議場で開催することといたしました。議会は議会の立場で広く客観的に、町民

の負託に応えられる政策の内容、費用対効果等、十分に論議を重ねてまいりたいと思いま

す。能率的かつ効果的な委員会運営がなされますよう、委員各位のご理解と皆様のご協力

を何とぞお願いいたしまして、ご挨拶といたします。

◎議案第２４号ないし議案第３０号

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これから付託を受けました議案第２４号から議案第

３０号までの平成２９年度各会計予算の件を議題といたします。

審議に入る前に、特別委員会の運営方法について事務局より説明させます。

〇事務局長（宮田直樹君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略）

〇委員長（齋藤雅文君） 以上で説明を終わります。

お諮りいたします。以上の審査方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご

異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることといたします。

それでは、これより審査に入ります。

説明員の皆さんに申し上げます。今ほども説明がありましたように、新規の部分、昨年

と変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時０６分

再開 午前 ９時０７分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を解いて早速会議に入ります。

これから議案第２４号 平成２９年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行います。

歳出の１款議会費、２款総務費を一括して審査を行います。

説明をお願いします。



- 4 -

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、議会費、総務費についてご説明いたします。

予算書７３ページ、７４ページをお願いいたします。１款１項１目議会費、本年度３，

７５６万４，０００円、比較３１万３，０００円の減額でございます。主な内容でござい

ますが、３節職員手当、議員期末手当、これにつきまして昨年計上が４．１カ月分でした

けれども、今年度ベースアップがあり４．３カ月分となりまして、３３万５，０００円の

増額となってございます。次に、共済費から１４節使用料及び賃借料まで、特にございま

せん。１８節備品購入費につきましては、昨年書庫３台の購入１９万７，０００円があり

ましたが、今回はなかったため、この分が減額となってございます。議会費につきまして

は以上でございます。次のページをお願いいたします。２款１項１目一般管理費、本年度

６，３１３万、比較７，０００円の増額となってございます。まず、１節報酬につきまし

て、特別職報酬等審議会委員報酬１万７，０００円が増額となってございます。これにつ

きましては、先日、条例提案いたしました審議会の発足に伴うもので、予算を新規に付け

てございます。続きまして、７節賃金、臨時雇い賃金で前年比４０２万３，０００円の減

額となってございます。これにつきましては、事務職員１人分１６３万６，０００円の減

額と町長車運転手１名分２１７万８，０００円の減額となってございます。なお、運転手

につきましては、会社に委託するということで委託料へ振り替えてございます。続きまし

て、８節報償費につきましては、臨時職員年末報償金３２万円は対象者がいなくなったた

め減額となってございます。続きまして、１１節需用費中の一番下段、特別修繕料でござ

いますけれども、２１１万６，０００円計上していますが、今年度につきましては庁舎１

階の蛍光灯をＬＥＤ化するため、修繕料といたしまして計上してございます。大体蛍光灯

につきましては２００本程度ということで予定してございます。このページは以上であり

ます。次のページをお開き願います。１３節委託料の一番下段から２つ目でございますけ

れども、公会計対応支援業務委託料１９９万８，０００円でございます。これにつきまし

ては、２８年度から公会計へ移動ということで、それぞれ普通会計について作成をしてお

りましたけれども、２９年度につきましては普通会計以外の特別会計、第三セクター等も

含めて実施するということで１９９万８，０００円の増額となってございます。続きまし

て、町長車運転業務委託料１４５万２，０００円でございますけれども、これにつきまし

ては臨時雇いでしていたものを業者委託する予定ということで、委託料として計上してご

ざいます。続きまして、１８節備品購入費、庁舎備品購入費でございますが、通常分とし

て２７万円ありますけれども、そのほかにことしにつきましては芝刈り機更新ということ

で１０万３，０００円を計上してございます。この目については以上でございます。

次のページをお願いいたします。７９ページ、８０ページをお願いいたします。３目文

書広報費、本年度８０２万２，０００円、比較５５９万１，０００円の増額でございます。

１１節需用費の中で広報印刷費で２４７万４，０００円の増額となってございます。これ

につきましては、施政方針の中でありましたけれども、開基１２０周年を記念いたしまし
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て広報紙の縮刷版を作成、各戸配布するものでございます。縮刷版につきましては、２１

年３月まではつくっておりますけれども、今回はそれ以降について作成を予定していると

ころでございます。続きまして、町勢要覧印刷費につきまして第７次総合振興計画の部分

を反映することと、国勢調査の結果が固まりましたので、その数値を計上するために新た

に印刷するものでございます。３００部を予定しているところでございます。続きまして、

１３節委託料、ホームページ作成管理業務委託料２３７万６，０００円の増額となってご

ざいます。これにつきましては、ホームページを町で作成しておりますけれども、今回新

たにリニューアルをするものでございます。なかなか更新等が今までは行えなかったとい

うような部分もありまして、会社を替える等も検討し新たなホームページをつくるもので

ございます。続きまして、１８節備品購入費につきましては、広報取材用カメラ１台の購

入予定となってございます。この目については以上でございます。

次のページをお願いいたします。８１ページ、８２ページとなります。４目財政管理事

務運営費１，４３２万円、これにつきましては皆増となってございます。施政方針の中で

触れましたけれども、ふるさと納税にかかわる経費のみを計上し、新たに新設した目でご

ざいます。８節報償費につきましては、物産品宣伝費ということで５０万計上してござい

ます。中身についてはこれから検討部分がございますが、広告料を中心と考えているとこ

ろでございます。それから、ふるさと納税謝品ということで１，０００万円を計上してご

ざいます。なお、遅れましたけれども、支出につきましてはふるさと納税額２，０００万

円を予定し支出については計上してございます。１１節需用費、食糧費につきましては返

礼品を扱う町内業者との打ち合わせ会議等でお茶代等を賄うために付けてございます。印

刷費につきましては、ふるさと納税に対するお礼の文書等を送るための専用の封筒、シー

ル、パンフレットを作成予定となってございます。役務費、郵便料につきましてもお礼等

の送付料となってございます。１３節委託料、ふるさと納税代行業務委託料につきまして

は、ふるさと納税額の大体１３％ということで定率になっており、これにつきましてはイ

ンターネット運営会社へ支払うこととなってございます。１４節、ふるさと納税公金支払

いシステム利用料、これにつきましてもクレジットで行っております部分がありますので、

この部分を取り扱うサービス会社へ利用料として支払う部分となってございます。この目

については以上でございます。

５目財産管理費３，２６８万３，０００円、比較７，５１７万１，０００円の減額とな

ってございます。この目につきましては、各課で管理をしております公用車、建物等の維

持管理に関する経費を計上してございます。減額の大きな要因といたしましては、平成２

８年度につきましては病院の解体工事費７，４００万円があったため、大きな減額となっ

てございます。この中で１３節委託料の一番下段でございますけれども、公共施設煙突ラ

イニング材成分調査業務委託費で６１万３，０００円を計上してございますけれども、こ

れにつきましてはルオント、アルク、高校温室、まどか実習棟の４カ所のアスベスト使用

の有無について調査するものでございます。続きまして、１５節工事請負費、旧幌加内高
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等学校農機具実習室解体工事３４２万４，０００円でございますけれども、これにつきま

しては体育館横にある建物でありますが、老朽化によることと使用目的もないということ

で解体するものでございます。次の備品購入費につきましては、総務課の車１台３０６万

２，０００円と産業課の車２０９万３，０００円、それぞれ更新するための経費となって

ございます。このページは以上でございます。

次のページ、８３ページ、８４ページをお願いいたします。６目基金積立金５，５１２

万３，０００円、比較５，１２８万６，０００円の増額となってございます。ここにつき

ましては、それぞれ基金利子の積立金、それから新たに積み立てる額を計上してございま

す。積立金の下２段でございますけれども、地籍整備基金３，０４０万円、そば産地活性

化振興基金２，３００万円について増額となってございます。これにつきましては、今ま

でもございましたけれども、過疎債のソフトとして財源を求め、基金に積み立てるもので

ございます。この目は以上でございます。

７目支所及び出張所費、本年度２３１万７，０００円、２６万７，０００円の増額とな

ってございます。増額部分につきましては、１８節備品購入費におきまして庁舎備品購入

費、これにつきましてはストーブの老朽化により１台更新するため２４万５，０００円を

計上してございます。この目については以上でございます。

次のページ、８５ページ、８６ページをお願いいたします。１０目地域振興費、本年度

３，７２０万７，０００円、８０１万６，０００円の減額となってございます。この目に

つきましては、総務課のほかに地域振興室、住民課もあり、総務課関係につきましては自

治区、簡易郵便局の経費について計上してございます。総務課関係につきましては、１９

節地域コミュニティ推進事業補助金、これにつきましても施政方針等で申し上げましたと

おり、新設するということで２５０万円の計上となってございます。自治区活動交付金で

すが昨年は４０５万円でありましたけれども、各自治区の財源対策ということもありまし

て４５０万円ということで増額をしているところでございます。

続きまして、１１目地域情報通信費、本年度１，６９２万１，０００円、１０３万２，

０００円の増額でございます。この目につきましては、光回線、ＩＴ告知端末の維持管理

費となってございます。次のページをお願いいたします。８７ページ、８８ページをお願

いいたします。この中では、１５節工事請負費、光情報通信設備新設、撤去工事３８９万

円でありますけれども、これにつきましては通常分といたしまして２００万円を計上して

おりますけれども、今年につきましては新規といたしまして公営住宅の緑ヶ丘団地の取り

壊しがあるため、それにかかわる経費として１８９万円を増額しているところでございま

す。この目については以上でございます。

次、１２目総合行政情報システム費、本年度３，８４０万７，０００円、８９３万７，

０００円の減額となってございます。ここにつきましては、１３節委託料におきまして昨

年番号法導入にかかわる年金、税などのシステム改修があり、１，１２５万円程度ありま

したので、これがなくなったことにより減額となったことが大きな要因となってございま
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す。この目は以上でございます。

続きまして、９１ページをお願いいたします。９１ページ上段ですけれども、恩給及び

退職年金費、皆減となってございますけれども、これにつきましては対象者がいなくなっ

たため減額となってございます。

２項１目税務総務費、本年度１７４万６，０００円、１１３万２，０００円の減額とな

ってございます。ここの減額の大きな要因につきましては、２８年度におきまして３０年

度に行う固定資産評価替えに伴う鑑定評価の委託料を実施していたことにより減額となっ

てございます。これについては、１１２万９，０００円の委託料の減額となってございま

す。この目については以上でございます。

続きまして、９３ページ、９４ページをお願いいたします。４項１目選挙管理委員会費、

本年度４１万円、比較４万５，０００円の減額です。ここについては特にございません。

次、参議院議員選挙費５１５万１，０００円の減額、これは対象となる経費がございま

せんので、皆減となってございます。

５項１目統計調査総務費、本年度１万３，０００円、１万円の減額でございます。ここ

も特にございません。

２目諸統計調査費６万４，０００円、５０万３，０００円の減額となってございます。

これにつきましては、平成２８年度におきましては経済センサス調査がありまして、それ

らの調査員報酬が４２万４，０００円ありましたが、今年は実施しないので、その分が減

額となってございます。この目については以上でございます。

続きまして、９５ページ、９６ページをお願いいたします。６項１目監査委員費、本年

度１２４万１，０００円、比較ゼロとなってございます。この目につきましても通常の経

費でございますので、特に説明することはございません。

以上、１款と２款について説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

これから質疑に入ります。委員各位に申し上げます。質疑は関係明瞭に、また一問一答

となるようにお願いいたします。

事項別明細書７３ページから質疑を受けます。７３ページ、７４ページについて質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７５ページ、７６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７７ページ、７８ページについて質疑ありませんか。

小関委員。

〇５番（小関和明君） 委託料の中で先ほど説明いただきましたけれども、町長車運転業

務委託、この数値の算定の基礎は何でしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。
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〇総務課長（大野克彦君） １４５万２，０００円を計上してございますけれども、今予

算の計上につきましては一応時間単価を決め、それプラス実際見込んでおります時間数を

掛けて計上してございます。時間単価の、予算につきましては今まで勤めておりました臨

時職員の方の時間単価に割り返しそれを基礎としており、あと２８年度実働で出たものを

プラスアルファいたしまして時間を設定し、単価掛ける時間ということで予算計上させて

いただいております。

〇委員長（齋藤雅文君） 小関委員。

〇５番（小関和明君） 前任者の勤務帯によっての時間割りというご説明でしたけれども、

この数字の総体時間というのはどの程度見込んでいるでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 今予算上は８００時間ということで計上してございます。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに７７ページ、７８ページ、質疑ありませんか。

田丸委員。

〇７番（田丸利博君） 今の関連なのですが、お金の部分ではなく今度配車の部分といい

ますか、業務が発生したときの関係ですけれども、常駐するというのでなくて、前もって

連絡をして、そのときに運転をしていただくという流れになるのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 正式な流れにつきましては、これから今後見積もり合わせ等

をして正式な業者が決まってから、その業者と打ち合わせするということになりますけれ

ども、今考えているものは、今日言って明日ということはかなり難しいと思いますので、

ある程度１週間なり１カ月の予定を組んで事前にお渡しするということで進めたいと思っ

ております。あと、その運転してもらう方については、役場に常駐ということは考えてご

ざいません。必要なときに公用車のところに来て運転業務を行い、それが終わった後はま

た自分の会社なりへそれぞれ帰っていただくこととし、役場への常駐とは考えてございま

せん。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。

稲見委員。

〇１番（稲見隆浩君） 文書広報費についてお伺いしたいのですけれども、ホームページ

作成委託、今回からリニューアルするとのことですが、今までそんなに更新していないよ

うな話をしていましたが、リニューアル後はどの様に維持管理をしていくのか、お聞かせ

ください。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 今のご質問でありますが、従来もそれぞれ業者に委託してし
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ていたのですけれど、その業者とのやりとりの中でなかなか業者が対応してくれないとい

うような部分もあったというふうに聞いております。今回はそれを一回ゼロベースにいた

しまして、また新たに何社かの業者説明を聞いて、新たな会社と契約をしたいということ

であり、それぞれ行政情報におきましても日々変わる部分がございますので、それにすぐ

対応できる、またそういった対応してくれる業者を選んでやっていきたいと思います。町

民の方々にも新しい情報がすぐわかるような形で更新していきたいと思っておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ、質疑ありませんか。

市村委員。

〇４番（市村裕一君） お試し住宅の管理委託料ということですが、去年からこの施設は

始まったと思うのですけれども……

〇委員長（齋藤雅文君） 市村委員、恐れ入ります。お試し住宅は地域振興室になって、

総務課のほうから外れますので。

〇４番（市村裕一君） すみません。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。

田丸委員。

〇７番（田丸利博君） ４目のふるさと納税謝品ということで１，０００万円見られてい

ますが、実際はふるさと納税の予定が２，０００万円ということで、半分と、それと１３

番目のふるさと納税代行業務委託料、これが１３％で２８０万円、それと使用料及び賃借

料としてシステム料の部分で２３万６，０００円、実際はこの経費の分を引くと余り残ら

ず６００万円程度かなと思うのですけれども、それについてはこれが妥当なのか、ほかの

自治体から見ても妥当な線なのか、その辺をお聞かせいただきたいのですが。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 返礼品につきましては、近隣の町村と比べますと最大で５割

が多いようでありまして、大体ほかの町村も５割以内ということで定めているようでござ

います。それからそのほかインターネット会社、クレジット会社にかかわる手数料、委託

料につきましては、それぞれ決まっていると聞いておりますので、本町だけが特別高いと

か低いというようなことはないと思います。あと、実際に経費がかかるので、６００万円

程度の差額部分が出るというようなことでございますけれども、これにつきましても大体

近隣の町村は同じような形だと聞いております。また、ふるさと納税をしてもらわないと

意味がないということもありますので、そのニーズに合うために、本当は返礼品が３割な

り２割で安ければ、その分差額が出るというような形になりますが、そこは需要と供給と

いうようなバランスもございますので、実施していかなければならないということであり

ますが、大体今のところ返礼品については５割以内が妥当かなということで進めていきた
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いと思います。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 同じ目の関係ですけれども、委託料関係でふるさと納税代行委託

料で約１３％ということで２８０万円ほど計上しておりますけれども、この場合は２，０

００万円の寄附があるということを前提にしておりますけれども、率で支払うものなのか、

それとも固定で支払っていくものなのか、どちらなのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） これにつきましては、委託料と、それから利用料ともに１３

％と１％ということで予算計上しておりますけれども、予算上は最大限、２，０００万円

あった場合の最大限ということで計上しております。寄附額に対応する率ということで、

一定ではなくその寄附額によって変わるということでご理解いただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。

小関委員。

〇５番（小関和明君） 基金への積み立てですけれども、後段２点についての必要額とい

う説明でしたけれども、この数字を出すに当たっての根拠を提示してください。

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） 地籍整備基金とそば産地活性化振興基金ということで、これ

らにつきましてはそれぞれ計画を持って基金を積み立てしてございますけれども、根拠に

つきましてはそれぞれ条例で基金設置をしてございますが、財源を過疎債に求めてそれぞ

れ積み立てするものでございます。地籍整備基金の、充当先につきましてはＪＲ跡地の地

籍整備の測量設計等にかかわる部分として積み立てをし、また支出もそれぞれ今年も組ん

でございますけれども、それに充当するためとのことで基金に積み立てるものでございま

す。ソバの活性化基金につきましては、それぞれの充当先にソバに関する項目ということ

で、高校のソバに関する授業、技術センターのソバの種管理等々にかかわる経費について

計上しているところでございます。このソバの活性化基金につきましては、それぞれの目

的ごとの歳出にて支出については計上されているところでございます。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９３ページ、９４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９５ページ、９６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １款、２款全般について質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで１款、２款の質疑を終わります。

それでは、次に進ませていただきます。次に、９款消防費の説明をお願いいたします。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１４９ページ、１５０ページをお願いいたします。

９款１項１目消防総務費１億５，０１５万１，０００円、２９９万６，０００円の減額と

なってございます。これにつきましては、さきの副町長の概要説明のとおりとなってござ

います。

続きまして、２目災害対策費２１３万９，０００円、１７４万７，０００円の増額とな

ってございます。増額につきましては、１点目、３節職員手当が増額となってございます。

特殊勤務手当２９万２，０００円、時間外勤務手当５０万円の増額となってございます。

これにつきましては、２８年度におきましても補正にて計上した部分でございますが、災

害、それに対応するため職員に対する手当ということで計上したところでございます。続

きまして、１１節、消耗品におきまして昨年より５５万４，０００円の増額となってござ

います。これにつきましては、災害用の備蓄品ということで、現在についてもストーブ等

は用意している部分はございますが、まだまだ足りない部分がございますので、これは今

年だけでなく今後も続けて計画的に整備していきたいと考えてございます。まだ具体的な

内容は決まっておりませんけれども、例えば子供用、乳児用のミルクですとか、非常用の

トイレ等々をこれからまた新たに整備したいと考えているところでございます。この目に

ついては以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１４９ページ、１５０ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９款の質疑終わらせていただいてよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、終わらせていただきます。

次に進みます。１２款公債費、１３款諸支出金、１４款職員費、１５款予備費を一括し

て審査を行います。
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説明を願います。

総務課長。

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１８１ページ、１８２ページをお願いいたします。

１２款１項１目元金４億１，４４７万円、比較１，２５１万８，０００円。

次の２目利子３，１１６万１，０００円、１，４８４万７，０００円の減額となってご

ざいます。内容につきましては、副町長の概要説明のとおりでございますけれども、地方

債におきましては予算書の１９７ページにおきまして現在高、それから今年の見込み、そ

れから年度末の残高見込みということでそれぞれ調書を付けておりますので、後ほどお目

通しをいただきたいと思います。この目については以上でございます。

次のページをお願いいたします。１８３ページ、１８４ページになります。１３款１項

１目土地取得費１００万円、比較ゼロということで、ここについては特にございません。

次のページをお願いいたします。１８５ページ、１８６ページになります。１４款１項

１目職員給与費６億３，３６６万４，０００円、比較３５万６，０００円の減額となって

ございます。

職員費につきましては、その後にあります１８９ページからの資料についてご説明した

いと思います。１８９ページをお願いいたします。ここに給与費明細書ということで掲載

してございますが、１８９ページにつきましては特別職の分についてでございます。その

中で、上の段で長等とありますけれども、その部分が職員費に入っております町長、副町

長、教育長、３人分の給与等を掲載してございます。下に比較というところがありますけ

れども、町長等々につきましてはさきの議案で可決いただきましたけれど、給料の減額を

行うことと役職加算の増額をするということで、それぞれ給与については９６万円の減額、

期末手当については２１万９，０００円の増額というようなことになってございます。共

済費等も含めますと９８万４，０００円の減額となるところでございます。

続きまして、次の１９０ページにつきましては一般職の給与について、給与、共済費、

扶養手当等の手当を記載しているところでございます。ここにつきましては、昨年病院会

計がございましたが、今回は一般会計に移ったこと、それから職員の採用、退職等の増減

があるため、このような増減となってございます。トータル的な人数では、予算上ではあ

りますけれども、７３人ということで昨年よりは増額となり、全体といたしましても２，

００１万３，０００円の増額ということで計上しているところでございます。なお、それ

よりまた詳しい内容ということで、１９１ページになりますけれども、ここにそれぞれ増

減の内訳ということで、職員給与につきましては１，１９７万１，０００円の増額となっ

てございますけれども、それぞれ給与改定、昇格、昇給、その他増減分ということで、会

計間異動等を記載してございます。それらの理由により増額になるということでございま

す。あと手当につきましても、期末、勤勉手当の月が４．２から４．３に上がったこと、

役職加算もそれぞれ行政改革前の率に戻すということでありましたので、それに伴う増額

となってございます。そのほかの増額分といたしましては、管理職特別勤務手当の新設、
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それから月々の管理職手当の増額、定額化による増額ということで、そういったことで１，

７００万円程度の増額と見込んでいるところでございます。職員給与については以上で終

わります。

続きまして、次のページ、１８７ページ、１８８ページをお願いいたします。１５款１

項１目予備費５００万円、これも特にございません。

以上で説明を終わります。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１８１ページから質疑を受けます。１８１ページ、１８２ページ、質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８３ページ、１８４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８５ページ、１８６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８７ページ、１８８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２款から１５款全般について質疑を受けます。全般の質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで１２款から１５款までに関する質疑を終わります。

以上をもちまして総務課所管の質疑を終わらせていただきます。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時５０分

再開 午前 ９時５２分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて審査を続けます。

地域振興室所管の２款総務費の説明をお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、地域振興室分の予算説明をさせていただきま

す。

７７ページ、７８ページ、２款１項２目企画費からになります。２款１項２目企画費、

本年度６，７６５万７，０００円、前年比２３６万９，０００円の減でございます。節に

参ります。１節報酬でございますが、企業立地促進審議会委員報酬２万４，０００円、登

録商標審議会委員報酬１万４，０００円、これにつきましては前年度同様でございますの

で特にございません。次の地域公共交通会議委員報酬でございますが、これにつきまして
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は本年２８年９月からこの３月まで４回実施しております。平成２９年度につきましては

町内６名、町外２名の６回分、２０万４，０００円見ております。次のほろみん号運行実

証試験検討委員会委員報酬６万８，０００円につきましては、前年度同額でございますの

で、特にございません。次の民間賃貸住宅建設事業選定委員会委員報酬１万１，０００円

につきましては、民間賃貸住宅の事業については公募制であり、またプレゼンテーション

も終えまして審査会で事業者を決定しております。この審査会ですが、従来庁内で組織を

構成しておりましたが、２９年度からは第三者、外部も入れて選定会を行うこととして、

３名分を計上してございます。９節旅費です。費用弁償４万８，０００円につきましては、

１節の報酬に係る分の費用弁償でございます。普通旅費でございますが、５４万６，００

０円です。これは、前年同様でございますので、特にございません。特別旅費２３万５，

０００円ですが、これにつきましては各種イベント、あと要請活動等としまして、特に首

都圏の経費として特別旅費を見ております。このうち半分の２３万５，０００円を残しま

して、残り半分につきましては新設科目、１４目地方創生事業費へ移動しております。続

きまして、１１節需用費に参ります。消耗品費ですが、１５４万５，０００円を計上して

おります。このうち１５０万円につきましては、開基１２０年事業としまして町民が一堂

に会する集いの開催を見込んでございます。続きまして、燃料費でございますが１２５万

８，０００円、これにつきましては４月からも継続して運行しますほろみん号の燃料費と

しまして１２３万７００円を見ております。残りはお試し住宅の燃料費となってございま

す。

次のページお願いします。７９ページ、８０ページになります。需用費の食糧費になり

ます。食糧費２５５万円ですが、このうち２５０万円は開基１２０年事業、町民が一堂に

会する集いとして見ております。先ほどの消耗品費と合わせてこの事業に４００万円の計

上としております。開基１００年のときの焼き肉大会、町民運動会など、そのときに４１

０万から４２０万円ぐらいの経費がかかっております。それを見込んで今回合わせて４０

０万円ということで計上させていただいております。続きまして、印刷費でございますが、

８７万７，０００円でございます。このうち８６万４，０００円が１２０年事業の一端と

しまして記念品を各戸、町内全戸に配布したいと考えております。今のところですが、中

身につきましては例年実施しておりますフォトコンテストの写真を活用したく、フォトコ

ンを掲載したカレンダーを作成し、配布したいと今のところ考えております。電気料２万

６，０００円から水道料、下水道料、ガス料、修繕料５万円まで、電気代から修繕料、次

の１２節役務費の洗濯料２万円、１３節委託料の一番上です。除雪業務委託料の１０万円、

ここまでは２８年度から実施していますお試し住宅分の維持費として計上してございます。

１３節委託料、ほろみん号試験運行業務委託料についてですが、これは施政方針等でも申

し上げましたとおり、４月以降も引き続き無償で運行するほろみん号の委託料としている

ものでございます。内容につきましては、人件費と事務費、軽微な消耗品ということで５

３４万８，０００円となってございます。次、ＪＲ跡地地籍測量業務委託料３，０００万
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円でございますが、これも２８年度同様、北の方向に向かって用地処理の測量を行ってい

きたいということでございます。お試し住宅管理業務委託料でございますが、３８万円で

す。これにつきましては、お試し住宅の入居前、入居後の清掃、また夏の草刈り、冬場の

屋根雪の除雪等として３８万円を計上してございます。続きまして、公共施設誘導標識設

置業務委託料６０万円でございますが、これにつきましては町内の公共施設の看板が非常

に少ないということで、国道の標識、これの柱に一緒に懸架させていただくことで、１つ

２０万円、３カ所分として見ております。１４節参ります。使用料及び賃借料でございま

す。車借り上げ料１２９万６，０００円ですが、ほろみん号のリース代として計上してお

ります。２８年度対比７７万８，０００円の減ということになっております。ちなみに、

ほろみん号の経費でございますが、２９年度については先ほどの燃料費、委託料、今ほど

の車借り上げ料合わせまして７８８万１，０００円ということで予算計上させていただい

ております。国有地借り上げ料、これにつきましては例年同様でございますが、雨竜川第

３橋梁の用地代としまして国に支払いしているものでございます。１９節負担金、補助及

び交付金ということで、一番上の全国山村振興連盟負担金４万円からテッシ・オ・ペッ賑

わい創出協議会負担金２万３，０００円、ここまでは前年度同様となっていますので、特

に説明はございません。宗谷本線活性化推進協議会負担金でございますが、この宗谷本線

活性化推進協議会も、ＪＲ北海道の存続問題としまして宗谷線に係る部分でございます。

平成２８年の１１月に設立されまして、ＪＲ北海道の宗谷線存続、廃止に向けた広域的な

取り組みとしまして、旭川市から利尻、礼文、ここまでの２４市町村、５団体での負担と

なります。続きまして、企業立地促進補助金２５万４，０００円ですが、企業立地の補助

金で、平成２４年に発生しました利子補給１件分を計上しております。続きまして、夢・

人・郷づくり補助金ですが、１２０万円、これにつきましては前年度同様でございますの

で、特にございません。民間住宅建設事業補助金２，０００万円、これにつきましても前

年度同額でございますが、２８年度から３０年度まで期間を延長しているため計上してい

るところでございます。諸会議負担金４万円ですが、これについては前年同様ということ

で、特にございません。

２款１項２目企画費については以上でございます。

続きまして、次のページ、８１ページ、８２ページお願いいたします。２款１項５目財

産管理費、このうち地域振興室分としまして地域振興室で管理します公用車、プロボック

スの経費が入っております。１７年度購入、１１年を経過しております。このうち１１節

需用費、消耗品５７万７，０００円のうち１万円、燃料費２３１万９，０００円のうち１

８万１，０００円、修繕料１９４万６，０００円のうち３万円ということで、公用車分、

１台ですが、合計２２万１，０００円を計上しております。本年度は車検等もございませ

んので、公用車については以上でございます。

続きまして、８５ページ、８６ページお願いいたします。２款１項１０目地域振興費で

ございますが、昨年度、２８年度までにつきましてはこの科目に地域振興室分のソバ振興
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に係る経費を計上しておりました。２９年度からにつきましては、次に述べます２款１項

１４目、新設科目でございます地方創生事業費に全部移し替えておりますので、このペー

ジは２９年度からございません。

新設科目のほうに参りたいと思います。８９ページ、９０ページお願いいたします。２

款１項１４目地方創生事業費、新設科目でございます。大方は先ほどの地域振興費から移

動しております。これにつきましては、本年度１，００６万２，０００円ということで皆

増ということになってございます。節に参ります。１節報酬ですが、そば振興推進協議会

委員報酬としまして６万８，０００円、これは１０目地域振興費より来ております。続き

まして、まち・ひと・しごと創生総合戦略策定審議会委員報酬としまして１７万円でござ

います。これにつきましては、２８年度は６月の補正予算で計上させていただきましたが、

２７年１０月に策定しております地方版の総合戦略、この業務評価をしなければならない

ということで国から義務付けが来ております。当時の策定審議会の委員を中心としまして、

２５名、２回分を計上してございます。続きまして、８節報償費でございます。物産宣伝

費１３万６，０００円ですが、これは１０目地域振興費より移動してございます。昨年と

同様でございますので、特にございません。講師謝礼２６４万１，０００円でございます

が、これにつきましてはそばの里大使が５回分、そばの里アドバイザーが３回分、これの

招聘分の費用として見ております。また、そば料理講習会及びそばの日が、７月３１日で

す。このときにそば打ち講習会行っておりますので、この講師謝礼分も入ってございます。

９節旅費でございます。費用弁償１万６，０００円につきましては、１節報酬に係る分で

ございます。普通旅費２４万８，０００円でございますが、これは１０目地域振興費から

移動してございますが、特にございません。特別旅費６３万５，０００円でございます。

６３万５，０００円のうち２３万５，０００円につきましては、２目企画費から移動して

ございます。残りの４０万円でございますが、これにつきましては後ほど１３節の委託料

で説明いたしますが、共同販売拠点出展業務、いわゆるアンテナショップです。これに出

展するに当たり、年８回の合同、単独イベントがございます。この分の旅費として見てお

ります。１１節需用費、消耗品で２３万円です。この２３万円のうち２０万円につきまし

ては、１３節、アンテナショップの出展に係る装飾ですとか準備等に係る経費として見て

ございます。食糧費３万４，０００円でございますが、これは各種事業に係ります講師等

の弁当代などとして見てございます。印刷費２６万３，０００円でございますが、そば料

理レシピ集という本が白い表紙でございます。これを３，０００冊増刷したいく２６万３，

０００円計上してございます。１２節役務費、洗濯料でございますが、これも１０目地域

振興費から移動してございます。ゆるキャラのほろみんの着ぐるみのクリーニング代とい

うことでございます。１３節委託料、共同販売拠点出展業務委託料４４０万円でございま

す。町長の施政方針でも申し上げたところでございますが、ソバ日本一の里として幌加内

町の関東圏における知名度向上としまして、平成２７年１２月に新しく開店しました東京

浅草にあります「まるごとにっぽん」、ここに出展する経費として４４０万円見てござい
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ます。まるごとにっぽんは、俗に言うアンテナショップですけれども、これにつきまして

は全国から２０の市町村が各ブースに分かれて地元の特産品を展示販売するということで

ございまして、商品が並んでいる通常のアンテナショップとは違いまして、市町村のＰＲ

に特化しました通年営業のアンテナショップということでございます。先ほど２０ブース

に分かれているということでしたが、１ブース、これが約１坪でございます。このスペー

スに地元の特産品を１０から１５品目展示してございます。そのほかにプロジェクター等

による動画でそれぞれの市町村をＰＲするということができ、展示とそこで即売、販売も

行うということでございます。通年営業のほかに、先ほど旅費でも申し上げました年間約

８回の合同、単独イベントを行うということでございます。この共同販売、アンテナショ

ップに係る経費につきましては、この委託料と先ほどの旅費、消耗品合わせまして合計５

００万円、これをこのたび計上しているものでございます。１６節原材料費に参りたいと

思います。１万７，０００円ですが、７月３１日のそばの日、この日にそば打ち講習会を

行っておりますので、この材料代となってございます。１９節負担金、補助及び交付金で

ございますが、そば普及助成事業補助金１５万円につきましては、これも７月３１日、そ

ばの日に各そば店への助成券としての補助金ということでございます。地方創生運営事業

補助金でございますが、１００万円となってございます。これにつきましては、２８年度

は石破衆議院議員を招聘して講演会を行うということで３００万円を予算化して計上させ

ていただいておりました。２９年度につきましても地方創生につながる運営、または顧問

料等として１００万円を計上させていただいたところでございます。

地域振興室分の２款については以上のとおりでございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

地域振興室所管の２款総務費の質疑を受けます。事項別明細書７７ページに戻ってくだ

さい。７７ページ、７８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。

市村委員。

〇４番（市村裕一君） 先ほど間違ってしまったのですけれども、お試し住宅のことにつ

いてお聞きします。２８年度から始めたと思うのですけれども、去年１年やってみての結

果と今年どのように家族を呼ぼうとしているのか、若い世代とかいろんなことあると思う

のですが、その辺聞かせてください。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室主幹。

〇地域振興室主幹（野口卓也君） 今のご質問についてご説明させていただきます。

本年度８月に供用開始いたしましたお試し住宅です。今年度の実績につきましては、９

月の上旬から２週間ほど１世帯４名の方々が実際にご利用いただいている状況です。残念

ながらその後についてと今のところの実績はまだありませんが、引き続きホームページ等

で掲載していますので、問い合わせ等は相変わらず、数は少ないですけれども、時折来て
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いるのが現状です。それとあわせて、介護人材の関係等々でも、今後介護人材で幌加内に

来たいという方々も少しずつ連絡が増えている状況ですので、それに合わせてそういった

施設を利用しながら検討してほしいということを現在もいろいろな場面で説明をさせてい

ただいている状況です。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） このページ、ほかにありませんか。７９ページ、８０ページで

す。質疑ありませんか。

田丸委員。

〇７番（田丸利博君） ８０ページの民間賃貸住宅の建設事業補助金２，０００万円とい

うことで、地域振興室、本来であれば住民課も絡んでいる話だと思うのですが、今１棟、

民賃が出き上がってきて、またさらにその裏にも民賃を建てたいというお話も聞くのです

が、その中で補助申請をするのか、しないのかはともかくとして、今地域的にいっても一

極に集中して建設が進んでいるような様子であり、町内会の中の住民の住む拠点が変わっ

てきているのかなという雰囲気がありまして、１カ所というか、極端に固まってきている

なという部分もあり、そういった意味で民賃の建設事業の補助金申請されたときの土地の

斡旋といいますか、そういうのも当然町有地なりもされるのでしょうけれども、そういっ

た部分の分散型ということを考えられているのか。また、相手の希望どおり建てれば認め

ますというふうに考えているのか、これは住民課とも関係してくるのかなとは思うのです

けれども、その辺がわかれば、お答えいただきたいなと思うのですが。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） 地域振興室だけの話ではないので、私の答えれる範囲に

なるのですけれども、建てる土地につきましては簡単に言うと２パターン考えられ、民有

地、また一方では町有地というのがあります。公募があったときに、どこに建てるという

のも当然一緒に申請といいますか、プレゼンテーションに上がってくるところでございま

す。民間の土地に建てるとなると我々では止め切れない部分が当然出てくるので、そこに

ついてはどこまで誘導できるのかというのは非常に難しい部分であると思います。一方で、

町有地につきましても相談があれば斡旋というのは行っております。先の議会でも３０年

の無償ですとか、そういう議決をさせてもらったこともあります。２９年度につきまして

は、公営住宅の撤去などで、その予算も上がっているはずでございます。緑ヶ丘団地など

人の減少というのも当然わかっていますので、向こうの再編といいますか、そちらとして

もどうやっていくのかと、町としては上下水道、インフラの現在の設置状況もありますの

で、それは将来的に見据えて、町内会のバランスもできる限りとっていきたいと考えてお

ります。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） ８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 国の地方創生推進交付金への対応関係なのですけれども、創生交

付金ということで１４年度ぐらいからいろいろな取り組みが始まっているかと思います。

最近どういう流れでどういうふうに決定されるかという自体も私たちにはわからない部分

が正直あるのです。特に今回の場合地方創生事業費ということで新しい目も新設したとい

うことで、２９年度のメインは先ほど言いました「まるごとにっぽん」への出展というこ

とになるのかなと思いますけれども、これが推進交付金へ乗せるための計画というふうに

捉えてよろしいのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） まず、地方創生交付金、名前がころころ変わっていくの

で、２７年は支援型ですとか先行型とかあったと思います。２８年につきましては、ソフ

トとしましては加速化交付金という名称となっております。２８年後半からは推進交付金

というふうに名称になります。加速化のときは補助率１００％でしたので、これは昨年６

月でしたか、朱鞠内湖の雇用創出を促すということで２，１７０万円だったかと思います。

これを計上させていただきまして、３月３１日まで現在事業を進めているところでござい

ます。残り、推進交付金につきましては２８年度は既に終わっておりますが、２９年度の

継続、２８年度からの継続、３年ないしは５年の継続も認められるということですので、

継続事業と２９年の新規事業というのが今１次があります。この後２次もあるというふう

に聞いております。国としては、このソフト事業に１，０００億円予算をしているとのこ

とで、最終的には先ほど言いました地方版の戦略につながる事業でないとだめだというこ

とで、結構出てはいるのですが、落とされてもいるとか、他町村も四苦八苦しているとい

うような状況であります。現在２９年度につきましては、単独でやるのか広域でやるのか

は別としましても、シングルペアレント介護事業を本町で行っておりますので、それを何

とか採択に持っていけないかということで保健福祉課と相談、協議を重ねているところで

ございます。

国の交付金はそこまでとしまして、予算に上がっています１９節の地方創生運営事業補

助金１００万円ですが、これにつきましては特に補助金に特化したものではございません。

もっと全般的に広い意味で使おうということで、協議会も設置しておりますので、そちら

への相談ですとか、そういうことの計画、企画もありますけれども、国会議員とのつなが

りですとか顧問料というのも必要な場面も出てきておりますので、そちら分も見ていると

いうことでございます。国の補助金と直接関係あるというものではございません。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。
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〇３番（中川秀雄君） 朱鞠内のほうの関係で２８年度から申請して、継続事業で２９年

度も引き続き全体の１，０００億の交付金の中に対応できる事業もあるというようなこと

も言っていたかと思うのですけれども、継続では確かさっき言ったシングルペアレントも

一回乗せたような記憶はあるのですが、それらも含めて今現在２９年度の１，０００億円

に、最終的に事業査定あると思いますから、乗るかどうかはわかりませんけれども、乗せ

ようとしている、あるいは継続してやろうとしている事業というのはそれぞれどういう事

業で、予算総額ではどのぐらいになるのですか、今現在わかっているところでお聞かせく

ださい。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） お答えいたします。

加速化交付金の朱鞠内の雇用創出につきましては、２８年度単年事業ということですの

で、２８年度で終了ということになります。加速化交付金につきましては、新たに事業を

起こしていますので、今まである事業にかぶせて申請したというものではございませんの

で、当然その分の動きも出てくる。費用負担も出てくるという結果でございます。例えば

ですが、次の継続事業と今言いましたシングルペアレントにつきましては、国のほうの要

綱等を見ますと広域でやれば５年間、単独であれば３年間の継続対象になるということで

ございます。ただし、個人への給付は認められないなどの話も出ていまして、結果的にい

くら認められるのかというのはわかりません。結局道外の市町村と同じような事業をやっ

ている。また、全国の相談会などにも出るとか、そういう経費をほかの市町村と組み合わ

せてやると結局５年まで引っ張れるというところもありますので、できれば広域で持って

いきたいとは考えております。シングルペアレントについては、予算的には保健福祉課の

予算であり確かな数字出てこないのですけれども、個人給付がたしか５人分ぐらい見てい

て、５００万円ちょっとだったかと思います。これは個人の給付なので、認められるかど

うかというのはわかりません。また、５年、１０年で報償金なるものを予定したかと思い

ますが、これは推進交付金が３年、５年ですので、ちょっと間に合わないかなと考えてお

ります。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 例えば２９年度の交付金について、２月上旬から事前相談が始ま

り３月中に申請を受け付けして、５月ぐらいにも交付決定になるかもしれないということ

なのですけれども、今のお話を聞くと間に合わないと言ったら変ですが、具体的な申請行

為ができないのかなという気がしているのですが、その辺の対応はどうなのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） あれは北海道、都道府県を経由して申請するのですが、

事前相談が今日、明日締め切りということで、１回戦、事前相談は国に上げております。

本申請が来週、２１日から２３日の間と来ていますので、事前相談というのが送った後に
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国の内閣府から回答が来ます。そして、一部修正等も出てくるところもあるのですが、そ

ういうのを含めて本申請、来週に上げてくださいということでございますので、シングル

ペアレントについては今日、明日中に単独で上げる予定でおります。広域でいければ広域

の市町村と一緒に広域で上げたいと考えていますが、今日がタイムリミットの状態ではあ

るのですが、１次に上げて、５月下旬の交付決定となり、６月からの事業に対して交付金

が対象となるということですので、今のところはそういうところで進めております。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款全体について質疑ありませんか。

田丸委員。

〇７番（田丸利博君） ８０ページ食糧費の部分で開基１２０周年事業ですが、それの食

糧費部分ということで先ほど１００年のときの例、町民運動会の例を出されたのですけれ

ども、今年の事業費素案があればお聞かせいただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） 食糧費の１５０万円の話ですか。

（「２５０万円」の声あり）

〇地域振興室長（山本久稔君） 食糧費２５０万円につきましては、中身についてはまだ

何も決まってございません。あくまでも開基１００年のときの食糧費参考にしております。

消耗品の１５０万円につきましても、あのとき炭ですとか、そういうのも購入しているは

ずですし、そういうものにということで大枠で今のところ考えております。内容につきま

しては、なかなか難しいのですけれども、できれば役場だけで考えるのではなく、町内の

各種団体、こちらの予定でいいますと商工会青年部ですとか、ぜひとも農協の青年部なん

かの皆さんと内容もできれば一緒に考えたいなとは思っております。商工会青年部のほう

には一度声をかけさせてもらって、余りいい返答はなかったのですけれども、協力はして

いただけるというような話も聞いております。あと、時期的なことなのですけれども、外

でないとやっぱり皆さん難しいのかなと。開基１００年のときの資料を見ますと、９００

名ぐらい、八百何十名だったかと思います。ですので、それぐらいが来ていたということ

の予算でございます。ということは、施設の中、トイレ等も考えますとなかなかいい場所

がない、外となりますと季節が逆に限定されるということでございます。一方で商工会青

年部のビールパーティーなんかもありますので、それと余り近い日もどうなのだと、逆に

言うと一緒にやるのもどうなのだということも考えてはおります。もう余り期間もないの

ですけれども、その辺を煮詰めて、できれば各種団体これを機会に横のつながりができる

ような、今後に向けてそういうのもちょっと視野に入れて企画していきたいなというふう

には考えております。

〇委員長（齋藤雅文君） ２款全体について質疑ありませんか。

小関委員。
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〇５番（小関和明君） 今年度の町長施策の一つとして計上されておりますが、共同販売

拠点出展業務委託料ということでございますが、前段の説明では展示スペースだと、本町

日本一のソバ生産地の里として検索できるような状況なのだというご説明だったと思うの

ですけれども、そのテナント料としての４００万円だと思うのですけれども、４４０万円

ですか、旅費の部分についても６３万５，０００円。実は２月の中ほどに幕張メッセで、

商工会も行ったのですが、全国のフードフェスタ、ここに行きますと道内の各市町村、ま

た全国と言っていいですけれども、地元の職員が行って一生懸命売り込んでいるのです。

そうしないと振り向いてもらえない。ただスペースがあって、展示すればいいのかという

ようなことにつながっていくのでないか。この経費の使い方をどの程度考えて出展に臨む

のか、その心意気も含めてちょっとお聞きしたいのですが。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） お答えします。

１３節委託料が中心となってくるのですけれども、これにつきましては通常は有楽町に

ありますどさんこプラザでしたか、ああいうところについては北海道の商品が乾物なら乾

物で各町が並んでいるですとか、そういうふうに並べられて、あの中で幌加内町を有名に

する、位置を覚えてもらう、名前を覚えてもらうというのは非常に難しいかと思っており

ます。これにつきましては、今回のは各ブース１坪程度と広くはないのですが、そこで幌

加内町の特産品、これは食料に限らず、工芸品でも構わないというふうに言われておりま

す。ただ、生鮮食料品は無理なのですけれども。そこで例えば装飾ですとかポップ、値段

表とか、説明ですとか、動画の作成、あとはそこで売ってくれる方々、商品管理、あと逆

に言いますとどの商品がどういう理由で売れて、そのデータ管理も全部して、今回幌加内

町から商品を提供していただく事業者さんのほうにバックアップしてもらえるという、そ

ういう人件費まで入っての４４０万円ということになっております。小関委員のおっしゃ

るとおり、各町から売りに行ってという意気込み、これについてはこれだけではなかなか

有名にならないというのもありますので、単独のイベント、同じ建物の違うスペースを使

って幌加内町を売り込むという単独のイベントです。例えばそば打ちをやるですとか、そ

ういうのが単独で年４回、２０が集まった合同が年４回、計８回ということで、それは当

然こちらから出向いていかなければいけないということもあります。あと、予算には見え

ないのですけれども、各市町村のブース横で、売り子さんがＰＲ、試飲等もしながら、そ

れはいつ行ってやっても構わないと聞いております。人件費等の問題もありますし、旅費

の問題もあるので、常時というわけにはいかないのですけれども、これにつきましては商

品を提供していただく事業者さんに既に２回説明をいただいております。何を出すのかと。

事業者さんのほうには関東圏で自分のところの商品がどういうイメージを持たれている等

を肌で感じてもらいたいというのもございますので、最低でも１度は行って１日なり２日

なり３日なり、そういうのにも立ってＰＲ等もしていただきたいというふうに考えてござ

います。
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以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 稲見委員、ありますか。

どうぞ。

〇１番（稲見隆浩君） １つお伺いしたいのですけれども、たしかそば大使監修のカップ

ラーメンを作成しましたが、その予算は今回入っているのかどうか。もし入っていないの

であれば、今後試験の結果等を踏まえてどういうふうに進めていくのか、お聞きしたいと

思うのですけれども、お願いします。

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） お答えします。

カップ麺につきましては、試験的にということで昨年予算を計上して、議決いただきま

して、５，０００個作らせています。５，０００個というのが最低ロットでございました

ので、それ以上少ない数は無理だったということがございます。町民皆様方に配布させて

いただいたほかに、日頃おつき合いのある関係機関等にいろいろ配らせていただきました。

今手元には数的なデータはないのですけれども、聞こえてくる範囲内では非常に好評とい

うことでお話しいただいております。次に、どうするのかという話なのですけれども、行

政としましては当然営業するつもりはないので、町内の事業者さん、商業等を営んでいた

だいている方が手を挙げて、製作、販売に至ってもらいたいというのが一番のところでご

ざいます。２９年度予算にはその分の作成経費というのは入っておりません。ただ、評判

がいいので、もったいないなというイメージはございます。今後町が基本的に商売すると

いうのもどうなのだろうというのもございますので、できれば民間にお任せしたいという

のをまず念頭に置いて、次のカップ麺をどうしていくかというのを考えていきたいという

ふうに考えております。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにないようでしたらば、２款全体の質疑を終了いたします。

次に、６款農林水産業費のほうの地域振興室担当のところをお願いいたします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） それでは、６款のほうに参りたいと思います。１２５ペ

ージ、１２６ページお願いいたします。６款１項３目農業振興費のうちの地域振興室分を

説明させていただきます。３目農業振興費のうち、１９節負担金、補助及び交付金という

ことになります。まず、一番上の町開発促進期成会負担金のうち、地域振興室分がござい

ます。３１万円のうち２３万円でございます。次の全国麺類文化地域間交流推進協議会負

担金１０万円、社団法人日本蕎麦協会年会費５万円、これが地域振興室分となってござい

ます。例年同様でございますので、特に説明することはございません。この節一番下のそ

ば活性化協議会助成金８１万円、そば活性化協議会に助成しているものでございます。こ

れも前年度同様でございますので、特にございません。続きまして、２５節積立金、これ

の上から４行目です。基金積立金利子、そば産地活性化振興ということで１，０００円、

これは利子でございます。これも特にございません。
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６款については以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明終わりましたので、質疑に入ります。

事項別明細書１２５ページ、１２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで６款を終わらせていただいてよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、商工費のほうに入りまして、地域振興室担当のとこ

ろに移ります。

説明をお願いします。

地域振興室長。

〇地域振興室長（山本久稔君） ７款のほうに参りたいと思います。１３９ページ、１４

０ページお願いいたします。７款１項２目観光費でございます。観光費のうち、１９節負

担金、補助及び交付金、１４０ページになりますが、これのうち下から２行目、イベント

協賛交付金４２０万円でございます。この４２０万円のうち３６０万円がそば祭りの助成

金、また３０万円がフォトコンテストに係る助成金で、地域振興室のほうで３９０万円と

して計上させていただいております。

７款、以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

７款の質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで７款の質疑を終わらせていただきます。

以上で地域振興室所管の質疑を終了いたします。

暫時休憩にいたします。

休憩 午前１０時４３分

再開 午前１０時５３分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休息を閉じて審査を続けます。

住民課所管、２款総務費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、住民課分の予算説明をさせていただきます。

８１ページ、８２ページ、２款１項５目財産管理費からになります。昨年度一部施行い

たしました沼牛賃貸住宅内道路の側溝改修工事の残り、東側、延長６１メートルを施行し、

全区間の完了を予定しているところであります。この目の説明は以上になります。

次に、８５ページをお開きください。１０目地域振興費、この目も住民課以外の予算含

まれておりますので、住民課分についてご説明いたします。住民課分の予算総額は１，６
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１４万６，０００円、前年比８４４万１，０００円と大きく増となっております。これに

つきましては、昨年度補正予算にて実施いたしました冬期生活除雪支援事業補助金の皆増

が主な要因であります。１９節負担金、補助及び交付金の上から２段目になりますが、冬

期生活除雪支援事業補助金９４０万円でありますけれども、これにつきましては昨年度よ

り実施しております除雪機械の購入に対する補助金であります。２８年度は３０件の補助

実績となっており、本年度は個人の上限額４０万円ですけれども、その分を２０件分、委

託、上限額７０万円、これにつきまして２件分を見込みまして予算を計上したところであ

ります。次に、上から４段目の上幌加内自治区１００周年記念事業補助金５０万円であり

ますが、町長の施政方針で述べましたとおり、本年度上幌加内自治区が開基１００周年を

迎えられ、記念式典を実施されるということから、これまでの自治区同様に５０万円を上

限額として助成することとしたところでございます。次に、一番下段の路線バス定期券購

入助成金１１９万１，０００円でありますが、本年度につきましては深川方面２０名、名

寄方面２名分を予算計上したところでございます。この人数につきましては、新１年生の

最大数を予算計上しております。この目の説明は以上になります。

次のページをお願いいたします。下の１３目交通安全対策費、また次のページをお開き

ください。１５節工事請負費、交通安全施設整備費１００万円でありますけれども、これ

につきましては道路の区画線工事で、本年度も実施することとし、予算を計上したところ

であります。次に、１９節負担金、補助及び交付金の下から２段目、チャイルドシート等

購入費助成金１０万円でありますが、上限額２万円の５件分を予算計上したところでござ

います。２８年度につきましては、６件の助成を行ったところでございます。この目の説

明は以上になります。

次のページをお願いいたします。３項１目戸籍住民登録費、予算額５７万８，０００円、

前年比２１万１，０００円の増であります。１９節負担金、補助及び交付金の一番下段に

なりますが、通知カード関連事務委任交付金２９万７，０００円が増の主な要因でありま

すけれども、これにつきましては昨年度総合行政情報システム費で予算計上しておりまし

たが、本年度よりこちらの科目で予算計上することとしたため、増となっているところで

あります。地方公共団体システム機構へ支出するもので、全額国からの補助金が財源とな

っているところであります。この目の説明は以上であります。

以上で２款の説明を終わらせていただきます。

次に、３款の説明をいたしますので、９７ページをお開きください。３款１項１目社会

福祉総務費、このうち住民課関係分でご説明いたしますが、住民課分の予算総額は１，７

４８万７，０００円、前年比９０万５，０００円の減となっております。１９節負担金、

補助及び交付金の中ほど、防犯灯設置費補助金１２１万４，０００円、前年比５万８，０

００円の減となっております。本年度は、４自治区に対し、新規１基、更新３５基分を予

算計上したところであります。この補助率については、現行どおり８割となっているとこ

ろであります。次のページをお開きください。２８節繰出金、国民健康保険特別会計繰出
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金１，３８４万６，０００円でありますが、これは国保会計で詳しくご説明いたしますが、

概要の説明をさせていただきます。内訳は、事務費４５４万円、保険基盤安定、軽減分で

ありますが、３７４万円、同じく保険基盤安定、支援分になりますけれども、１９３万円、

財政安定化支援事業６５万４，０００円、出産育児一時金１４０万円、短期人間ドック補

助金１００万円、単独事業費で５８万２，０００円の内訳となっているところであります。

この目の説明は以上であります。

次に、１０３ページをお開きください。４目国民年金費、予算額１万６，０００円、前

年比１，０００円の減であります。この目につきましては特に説明はございません。

次に、５目医療給付費、予算額８０３万８，０００円、前年比６５万４，０００円の減

であります。２０節扶助費、重度心身障害者医療費３３８万４，０００円でありますが、

これにつきましては昨年度９月までの実績をもとに予算計上しており、前年比２０万４，

０００円の減となっております。次のひとり親家庭等医療費４６万円につきましても昨年

度９月までの実績をもとに予算計上しており、前年比１４万４，０００円の減となったと

ころであります。次の乳幼児等医療費３６５万２，０００円につきましても同じく昨年９

月までの実績をもとに予算計上しておりますけれども、前年比で２７万６，０００円の減

となっております。この目の説明は以上であります。

次に、６目後期高齢者医療費、予算額３，１８７万９，０００円、前年比１３８万円の

減であります。１９節、療養給付費負担金２，１４０万８，０００円でありますが、前年

比３３万９，０００円の減となっております。これにつきましては、後期高齢者への給付

見込み額の２分の１を一般会計で負担するもので、後期高齢者特別会計へ繰り出さず、広

域連合へ直接負担するものであります。次の２８節、後期高齢者医療特別会計繰出金１，

０４７万１，０００円でありますが、前年比１０４万１，０００円の減となっております。

内訳は、事務費３０万４，０００円、健診事業分４４万５，０００円、後期高齢者医療広

域連合事務費分１５０万４，０００円、保険基盤安定分８２１万８，０００円の内訳とな

っているところであります。

以上で３款の説明を終わらせていただきます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書８１ページ、８２ページの質疑を受けます。８１ページ、８２ページ、質

疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページです。交通安全のところでございます。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９７ページ、９８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９９ページ、１００ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０３ページ、１０４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、３款全般について質疑を受けます。全般について質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで２款、３款の質疑を終わらせていただきます。

それでは次に、４款衛生費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、衛生費関係の説明をさせていただきます。１１１

ページお開きいただきたいと思います。４款１項４目診療所費、このうち住民課関係分に

ついてご説明いたします。住民課分の予算総額は７７万４，０００円、前年比９，０００

円の増となっております。この科目で患者輸送車、いわゆる住民バスの経費を予算計上し

ております。この目の説明は特にございませんので、以上であります。

次に、５目の説明をいたしますので、１１５ページをお開きください。５目環境衛生費、

予算額８７３万１，０００円、前年比１１５万５，０００円の増であります。１１節需用

費、次のページをお願いいたします。一番上の特別修繕料１２６万７，０００円でありま

すが、これにつきましては葬斎場火葬炉の点検におきまして動力盤及び操作盤の電気部品

の接点不良などがございました。そのため、リレー灯マグネットスイッチを全て交換する

こととしたものです。次に、１８節備品購入費、機械器具費１２万８，０００円でありま

すが、町長の施政方針でも述べておりますけれども、カメムシ等の害虫駆除の薬剤散布を

行う町民の皆さんへ貸し出し用といたしましてタンク容量の大きい５０リットルの動力噴

霧器、これを１台購入し、町民の皆さんへ貸し出しするため購入するものでございます。

次に、１９節負担金、補助及び交付金の一番下段になりますが、害虫駆除薬剤購入事業補

助金で３７万８，０００円、前年比２８万８，０００円の増となっております。これにつ

きましては、昨年度まで個人に対し購入費の２分の１以内、上限額３万円として助成を行

ってまいりましたけれども、自治区からの要望も踏まえまして、本年度より自治区が主体

となり害虫駆除を行う場合に限り、購入経費の５分の４以内、８０％の補助として自治区

へ助成することを要綱に追加いたしましたので、大きく増となったところでございます。

次に、２項１目塵芥処理費、予算額３，０８５万１，０００円、前年比２０万６，００
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０円の増であります。１１節需用費の一番下段、特別修繕料で３０４万４，０００円であ

りますが、焼却炉の採熱バーナーと助熱バーナー、これらの取りかえで１４３万６，４０

０円、ガス化室耐火れんが修繕で１０４万７，６００円、処分場浸水液処理施設の原水槽

砂ろ過原水ポンプ取りかえ、２基の分の１基でございますが、５５万９，４００円の内訳

となっております。焼却場につきましては、平成１９年から供用開始しておりますけれど

も、毎年部分的に修繕を行っておりまして、焼却を止めないために部分修理で対応してい

るところでございます。このページの説明は以上であります。次のページをお開きくださ

い。１９節負担金、補助及び交付金、ゴミ集積所設置費助成金４２万円でありますけれど

も、本年度より１件当たりの上限額を１８万円から２１万円に改定し、助成することとし、

要望のございました自治区の２基分を本年度予算計上したところでございます。

次に、２目し尿処理費、予算額４３０万６，０００円、前年比９９万８，０００円の減

であります。１９節、北空知衛生センター組合負担金１８４万４，０００円でありますが、

この負担金の算出につきましては前年度の１０月から９月、２７年の１０月から２８年の

９月までのし尿収集実績によりまして、その負担率で算定しているところであります。本

年度につきましては３．３％となったところでございます。この目の説明は以上でありま

す。

以上で４款の説明を終わらせていただきます。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたが、一旦休憩させていただきます。

休憩 午前１１時１２分

再開 午前１１時１２分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして質疑を行います。

事項別明細書１１５ページから質疑を受けます。１１５ページ、１１６ページ、質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１９ページ、１２０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで４款の質疑を終わらせていただきます。

次に、８款土木費の説明をお願いいたします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、１４５ページをお開きください。８款４項１目住
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宅管理費、この住宅管理費につきましても住民課以外の予算も含まれておりますので、住

民課分についてご説明申し上げます。住民課分の予算総額は１，０７６万９，０００円、

前年比８２８万１，０００円の減となっております。これは、工事請負費の皆減が主な要

因でございます。１１節需用費の一番下段の特別修繕料２５３万８，０００円であります

が、公営住宅の屋根塗装、みずほ団地で２棟４戸、５９万４，０００円、幌加内団地で３

棟６戸、８６万４，０００円、緑ヶ丘団地で５棟１０戸、１０８万円の内訳となっている

ところであります。この目の説明は以上であります。

次のページをお開きください。２目住宅建設費、予算額２，９０６万７，０００円、前

年比２，６６５万９，０００円の増であります。１５節工事請負費、公営住宅緑ヶ丘団地

解体工事２，６０７万２，０００円でありますが、建て替え等によりまして空き家となり

ました昭和４３年から４５年建設の１１棟２２戸を本年度取り壊すものであります。添牛

内団地解体工事２９８万１，０００円でありますが、これも空き家となっております昭和

４９年建設の１棟２戸を本年度取り壊すものでございます。

以上で８款の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書１４５ページ、１４６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４７ページ、１４８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで８款の質疑を終わらせていただきます。

これをもちまして住民課所管の質疑を終わらせていただきます。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時１８分

再開 午前１１時２０分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。

これから建設課所管、８款土木費、１１款災害復旧費を一括して審査を行います。

説明を願います。

建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） 建設課の８款から説明させていただきます。

８款１項１目土木総務費、予算額１４９万５，０００円、前年比で７万２，０００円の

増になっております。この目については特に説明はございません。

次に、２項１目道路橋梁維持費、予算額２億２，２５２万２，０００円、前年比２，５
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２２万５，０００円の増でございます。１１節需用費の関係で次のページをお開きくださ

い。１４３、１４４ページになります。ここで修繕料として１，７８８万円の計上でござ

いますが、内訳としましては建設機械等の修繕で６０５万９，０００円、スノーポールの

修繕等で８９万７，０００円、自治区要望等の維持関係で１，０００万円、除雪センター

屋根の塗装２３７万９，０００円でございます。その次、特別修繕費でございますけれど

も、１２５万３，０００円、この内訳としましては消防庁舎の横、側溝改修でＵ３トラフ

８２メートルを施工する内容になっております。次に、１３節委託料でございますけれど

も、町道の除雪業務委託料９，８２０万３，０００円でございます。この内訳としまして

は、基礎集落圏分の委託料で政和、添牛内、母子里合わせて６００万３，０００円、業者

委託料の分で９，２２０万円を計上させていただいております。業者委託につきましては、

委託料算出のため、今回より町道除雪業務積算基準を定めて経費の算出を行っております。

除雪作業の工種ごとに使用する機種について標準使用車を定めて積算の公平な算定を実施

しております。次に、農道管理業務委託料でございます。４００万円の計上でございます

が、例年農道の管理業務として３００万円を土地改良区に委託しております。また、今年

度は老朽化が進む農道のために補修予備費として１００万円を追加して計上しているとこ

ろでございます。次に、１８節の除雪機械購入費でございます。４，５５３万８，０００

円の計上でございます。政和地区の基礎集落圏で使用しておりますドーザーの入れかえの

ための備品購入でございます。１３トン級のドーザーで２，９２１万１，０００円、ロー

タリー除雪装置１，６３２万６，０００円を計上しております。

次の２目道路新設改良費でございます。予算額８，８７８万５，０００円、前年比で３

４６万５，０００円の減になっております。次のページから説明させていただきます。１

４５、１４６ページです。１３節で橋梁補修設計業務委託料５００万円、橋梁点検業務委

託料で１，５５０万円の計上でございますが、橋梁長寿命化修繕計画に基づき実施するも

ので、設計業務を２橋分、点検業務３４橋分の予算を計上させていただいております。次

に、１５節工事請負費でございます。四丁目線側溝改修工事９００万円の計上ですが、こ

れは駐在所と保育園の間の通りとなりますが、Ｕの２４顎つきトラフの延長１０４メータ

ーの施工を計上しております。次に、橋梁補修工事４，４００万円の計上でございますが、

これは新東六線橋の補修工事、東十二線橋の補修の分を計上させていただいております。

これは、先ほど橋梁点検で行われております点検で不備が見つかった橋についての工事と

いうことになります。次に、雨煙内線側溝改修工事です。７４５万２，０００円の計上で

ございます。これは、大通１丁目になる、大野さん、鈴木さんの前の通りの側溝改修の件

でございます。Ｕの２４顎付きトラフ７０メーターの施工になっております。次に、弥運

内零号線側溝改修工事です。５３２万５，０００円の計上ですが、これは伊藤さんの地先

の前の通りになります。Ｕの３０トラフ、延長で２３６メーターの施工となっております。

この目につきましては以上です。

次に、３項１目河川改修費でございます。予算額１，２９３万８，０００円、前年比で



- 31 -

９９７万６，０００円の減でございます。１５節工事請負費、元川河川整備工事７００万

円の計上でございますけれども、河道に堆積しております土砂の除去、場所的には町道北

六号と北七号の間を流れている元川になりますけれども、延長が５５０メーターの施工に

なります。次に、中島の沢川の堆積土砂除去工事です。２２２万５，０００円の計上でご

ざいますが、これは上幌加内の北側、新雨煙別橋を越してすぐ左手の側にある川でござい

ますけれども、そこの土砂の除去工事ということで、延長７５０メーターの予定をしてお

ります。ここは以上でございます。

４項１目住宅管理費でございますけれども、建設課関係分の説明をしますので、次のペ

ージをお開きください。１９節負担金、補助及び交付金でございます。住宅リフォームの

補助金になりますが、１５０万円の計上になっております。これについては、５件分相当

の予算を計上させていただいております。次に、持ち家建設促進奨励金８５０万円の計上

ですが、これは北方型住宅、一般住宅、それぞれ１件ずつで２件分を予算計上させていた

だいております。ここは以上でございます。

次に、５項１目簡易水道費でございます。予算額が５，０７１万５，０００円、前年比

で３７８万２，０００円の増となっております。２８節の簡易水道事業特別会計の繰出金

５，０７１万５，０００円でございますが、内訳につきましては繰り出し基準内分の金額

が２，２８７万５，０００円、繰り出し基準外分の金額が２，７８４万円、これが内訳と

なっております。ここは以上でございます。

次に、２目飲料水対策費で予算額９０万円、前年比で１，０９１万５，０００円の減で

ございます。１９節負担金、補助及び交付金で飲料水施設の改修補助金でございます。９

０万円の計上でございます。ここは前年度同額の計上となっておりますが、この目の大き

く減額になっている部分は昨年長留内雑用水組合統合のためのメーター器の設置工事を行

っていたためということになります。以上でございます。

次に、６項１目下水道費、予算額３，９７０万５，０００円、前年比で１７８万１，０

００円の増でございます。２８節、下水道事業特別会計の繰出金で３，９７０万５，００

０円でございますが、これの内訳としましては繰り出し基準内分が２，７８３万９，００

０円、繰り出し基準外分、これが１，１８６万６，０００円の内訳となっているところで

ございます。

以上で８款の説明を終わります。

次に、１１款の災害復旧費の説明をします。１７９ページ、１８０ページのほうをお開

きいただきたいと思います。１１款１項１目河川道路災害復旧費、予算額１万６，０００

円、前年比で７２４万６，０００円の減額でございます。これにつきましては、昨年早雲

内川の河川災害復旧工事があったために、今回大きな減額となっております。

以上で説明を終わります。ご審議の程よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

８款土木費と１１款災害復旧費のほうを質疑いたします。１４１ページ、１４２ページ、
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質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４３ページ、１４４ページ、質疑ありませんか。

市村委員。

〇４番（市村裕一君） 除雪機の更新についてお聞きいたします。

先ほど説明で除雪機の購入ということで、政和地区の機械を購入されるということで４，

５００万以上になるのですけれども、古いやつとの入れ替えということでよろしいかと思

うのですが、古い機械についてどの様な処理を考えているのか聞かせてください。

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） お答えします。

今回入れ替える除雪機械、ドーザーとそれに付いているロータリー機械なのですけれど

も、これにつきましては一度役場庁内で、ほかに使用が望まれるようなところがあるかど

うかの確認をとった上で、そのときにもしなければ、一般に公募して競売させていただく

という形になります。１５年たっている機械なので、結構今後お金もかかってくる機械な

のですけれども、使っていただける方がいたら、入札とし、入札に参加していただいて落

としてという形になるかと思います。

以上です。

〇委員長（齋藤雅文君） 市村委員。

〇４番（市村裕一君） 従来も町の除雪機械はかなり民間に払い下げになったというふう

に思っております。もともとは、３年前ぐらいまでですか、道を経由して古いものは戻す

と、ここ二、三年は町独自で払い下げしてもよろしいですと一つの説明を受けたのですけ

れども、今までの傾向を見ているとどうしても１社に町の機械が流れている傾向に見えま

すので、その辺をさっきも町道委託路線の経費をきちっと細目にした様に聞きましたので、

その辺のこともルールに乗っとってきちっとできるのかどうか、もし考えあれば聞かせて

ください。

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） お答えいたします。

除雪機械につきましては、ここ数年役場で別の部署で使うという形で外に出していなか

った部分がございますけれども、基本的には公売するということで公平性をきちんと保っ

ていきたいと考えておりますので、１社だけにとか、そういうことにならないように、例

えば欲しいところが何社か出れば、公売の中で競争していただいて、その中で落としてい

ただくという、そういう考え方に立ちたいというふうに考えております。よろしくお願い

いたします。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに１４３ページ、１４４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４５ページ、１４６ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４７ページ、１４８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７９ページ、１８０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款、１１款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８款、１１款に関する質疑を終わらせていただきます。

以上をもちまして建設課所管の質疑を終わらせていただきます。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時３８分

再開 午後 ０時５５分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして午後の審査を続けます。

これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費を一括

して審査を行います。

説明をお願いします。

産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 産業課所管の予算についてご説明させていただきます。

８１ページ、８２ページをお開きください。財産管理費になりますけれども、このうち

産業課所管分は総額で３２１万５，０００円となります。燃料費等については特に説明は

ございません。１８節備品購入費で本課所管のアベニールを本年度入れ替えたく予算を計

上させていただいております。次のページ、８３ページ、８４ページをごらんください。

公課費ということで、それに伴います自動車重量税を見込んでおります。

続きまして、そのページの下、９目町有林造成費でありますが、このページについては

特に説明するものはありません。もう一ページおめくりください。８５ページ、８６ペー

ジになります。役務費のところで森林保険料１７万７，０００円ですが、これにつきまし

ては総額１３．３ヘクタール分の森林保険料を見込んでおります。１３節の委託料につき

ましては、保育事業委託料ということで今年度補助分として９．４８ヘクタール分、１７

７万６，０００円を見込んでおります。その他町単独としまして次年度以降に向けた保育

事業に向けた調査等を含め約１００万円を見込んで、総額で２７７万６，０００円を見て

おります。

２款につきましては以上です。

続きまして、５款、１２１ページ、１２２ページをお開きください。労働費ですが、こ

の項目につきましては特に説明するものはございません。
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続きまして、６款の農林水産業費になります。１２３ページ、１２４ページをお開きく

ださい。１目農業委員会費ですが、ここにつきましては本年の７月に農業委員の改選がご

ざいます。それに伴いまして報酬等若干の変更がありますけれども、これにつきましては

次の委員が決まった場合に補正で対応させていただくということで、ここにつきましては

変更はしておりません。農業委員会費については以上でございます。

次に、２目農業総務費でありますが、ここでは９節の普通旅費、ここで道外の出張分を

１件分ということで、東京への陳情等を含め、旅費を１０万円ほど例年より多く見込んで

おります。

次のページめくっていただきまして１２５ページ、１２６ページ、農業振興費でありま

すが、ここにつきましては例年どおりでありますので、特に説明はございませんが、１９

節負担金、補助及び交付金の欄で農業振興奨励補助金３，０００万円を見ております。例

年２，４００万円に対しまして、昨年から行いました畑作の輪作補助金、これの実績がか

なり多いことから、本年度につきましては６００万円増加させ、３，０００万円の当初予

算を組んでおります。

次のページをお開きください。地力維持増進施設運営費、この項目につきまして１３節

委託料で２段目にありますバーク作業委託料ということで３４７万６，０００円になって

おりますが、この部分につきましては２９年度より現在町で直接臨時雇用しておりますそ

の部分を業者委託に回したいということで、委託料に組ませていただいております。本年

度も約６００トンを仕込む予定での原材料費等の予算を計上させていただいております。

続きまして、次のページお開きください。農業技術センター費でありますが、７節から

１３節までは特に説明はございません。１５節の工事請負費で農業技術センター屋上防水

改修工事、これにつきましては今年度新規ということで屋上の防水工事を見込んでおりま

す。それ以下、備品購入費から公課費については特に説明はございません。

続きまして、７目農業担い手対策費、ここにつきましても例年どおりですので、特に説

明はありません。

その次の経営所得安定対策費、この部分につきましても例年と特に変わっておりません

ので、説明はありません。

もう一枚めくっていただきまして１３１、１３２ページ、畜産費でありますが、この部

分につきましても例年と特に変わりはございません。

１０目農業金融対策費、この項目につきましては１節、９節については特に説明ありま

せん。１９節負担金、補助及び交付金で農業振興資金の利子補給補助金ですが、本年度に

つきましては３７件残がありまして、５０万２，０００円を見ております。

続きまして、農業活性化センター運営費、１３１、１３２ページですが、この部分につ

きましては委託料の床清掃業務委託料、それからガラス清掃業務委託料、この部分が隔年

実施ということですので、平成２９年度は実施年となることから、その分の予算を計上し

ております。めくっていただきまして１３３、１３４ページ、備品購入費で２９年度につ
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きましては機械器具費で２８７万円の計上です。これにつきましては、平成の建てた当初

から使っております餅つき器、それとガスの蒸し器、これがかなり老朽化、劣化している

ということで、２９年度は新しいものを導入したいということで更新の予算を見ておりま

す。同じく備品購入で６万７，０００円ですけれども、これにつきましては現在かなり刃

が傷んできております包丁等の更新を考えております。

１２目土地改良施設維持管理費については、特に説明することはございません。

１３目土地改良事業費ですが、これにつきましては昨年度までは幌加内北部地区という

のがありましたけれども、２８年度で事業が完了しましたので、本年度については北部地

区が抜けております。そのほか中部地区、東部地区、西部地区につきましては、本年度も

継続して行うということで予算を計上させていただいております。

次に、林業費ですけれども、この部分につきましては昨年まで林業の費用弁償等、非常

勤職員の分を見ておりませんでしたので、今年度につきましては費用弁償分約３万円を増

額した形で予算計上させていただいております。それから、めくっていただきまして１３

５、１３６ページになりますが、１３節の委託料、森林情報管理システム管理業務委託料

ということで８８万６，０００円を計上させていただいております。これにつきましては、

森林台帳管理ということが義務付けられておりますけれども、本町におきましては現在農

業委員会のところに設置しております土地台帳システム、これと林務の今回導入いたしま

す台帳管理が一括管理できるということで、本町は独自でこのシステムを導入するという

形での計上をさせていただいております。次の負担金、補助及び交付金ですが、３段目に

あります未来につなぐ森づくり推進事業補助金、これにつきましては２８年度で実施でき

なかった部分を２９年度でこれについては実施したいということで再度予算を計上させて

いただいております。

次に、水産業費、水産業振興費ですが、１５節工事請負費で朱鞠内湖遊漁管理・休憩棟

の改修工事４５９万円ですが、これについては施設の老朽化に伴う改修工事ということで

予定しております。１９節負担金、補助及び交付金ですが、２段目にあります幌加内町水

産業振興奨励補助金、前回産業建設常任委員会でもご説明させていただきましたけれども、

２９年度よりこの奨励補助金制度を新たにつくりまして、これにおいて今までのふ化事業

等、いろんな事業展開を図りたいということで予算を計上させていただいております。

めくっていただきまして、商工費になります。１目の商工振興費については、特に説明

することはございません。例年どおりプレミアム商品券等については例年どおりの予算計

上をしております。商工業振興奨励補助金の５００万円につきましては、特に今のところ

申請は上がってきておりませんが、１件分５００万円ということでの当初の予算計上とな

っております。

次に、２目観光費、報償費のところで物産品宣伝費ということで１００万円を見ており

ますが、これにつきましては昨年度発足いたしました士別市、和寒町、剣淵町、幌加内町

で１市３町の着地型観光推進協議会というものが設立されました。それに伴うもの、いろ
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んな各地域に出向いていっての宣伝ですとか、受け入れ態勢、そういうものに対する物産

宣伝費ということで１００万円を計上させていただいております。おめくりください。次

のページ、委託料のところで４段目にあります百年記念公園管理業務委託料ということで

８３５万６，０００円となっております。この部分につきましては、２８年度までは町の

臨時として２名の雇用を行い、百年記念公園のパークゴルフ場の管理を行っておりました

けれども、これにつきましても２９年度からは民間委託とすることで、今回予算を計上さ

せていただいております。１５節工事請負費ですが、町民保養センター車庫の改修工事、

これにつきましては昨年度まで結構外壁に穴があいていたりとか、そういうものについて

今年度で修理をしたいと考えております。それから、次の町民保養センター周辺施設の塗

装工事から朱鞠内湖周辺観光施設の塗装工事、同じく母子里クリスタルパークの管理棟の

塗装工事、これにつきましては木材でできている部分が経年劣化によりかなりぼろぼろに

なってきているということで、３つの塗装工事を行いたいと考えております。続きまして、

備品購入費で観光一般備品購入費ということで１０３万７，０００円になっておりますけ

れども、これにつきましては朱鞠内湖キャンプ場で利用しております。ここに乗用型の芝

刈り機を１台導入したいということで備品を計上させていただいております。負担金、補

助及び交付金につきましては、特に説明するものはございません。

次に、まどか運営費、ここで１１節で特別修繕料ということで６０万５，０００円を計

上させていただいておりますが、この部分につきましてはまどかの裏にあります車庫、そ

れから屋外の浄化槽、これの屋根等が相当傷んできているということで、今回それの修繕

を見させていただいております。

産業関係については以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

事項別明細書８１ページに戻ってください。８１ページ、８２ページ、質疑ありません

か。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２１ページ、１２２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２３ページ、１２４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２５ページ、１２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２７ページ、１２８ページ、質疑ありませんか。
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小関委員。

〇５番（小関和明君） １２８ページの地力増進施設運営費、委託料、バークの作業委託

ということで予算が計上されています。昨年までは作業員が１人だったと思います。それ

をあえて業務委託するような状況になったのはどういうことでこの予算計上になっている

か、説明をお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 町の臨時の規定では、年齢を一応６５歳ということで結構縛

りを設けております。現在雇用しております阿部さんにつきましては年齢が６６歳という

ことになりますので、そういうことも踏まえまして町のほうでは直接雇用は止めたいとい

うことで民間に出すということです。

〇委員長（齋藤雅文君） 小関委員。

〇５番（小関和明君） 年齢で外部委託をするというようなご説明ですけれども、この作

業においてはそれなりに技術が要るのではないかと想像しています。バークについても地

力増進維持ということで必要性があってのことだと思いますが、年齢でいうと過去のいろ

んな職員の事例からいっても決して年齢を上げても支障のない状況がもしかしてあるので

はないかと想像はするのですが、なぜそこで年齢にこだわって、なおかつ外部委託をせざ

るを得ない。また、外部委託するだけの事業者が現状あるのかどうか、そこら辺確認も含

めて説明願います。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 今小関委員のご指摘のとおり、年齢的に特に支障はないので

はないかということもありますけれども、町のほうはなるべく規則に沿った形で、年齢制

限を設けておりますので、よほどの事情がない限りはそれは遵守したいなということで考

えております。現在行っていただいております方につきましても、もう経験年数が相当年

数きておりまして、そろそろ次の後継者に渡していただかなければ、町としてもこのバー

ク堆肥の製造につきましてはまだまだ続けていくという方針ですので、それについては当

然後継者等の育成も踏まえて、できれば業者へお願いしたい。それと、もう一つは、町で

臨時の募集をかけてもなかなか来手がいないという現状もありますので、そういうことも

踏まえまして、できれば民間のほうの業者委託に回したいということもありまして、そう

いう形をとらせていただきました。

〇委員長（齋藤雅文君） １２７ページ、１２８ページ、ほかに質疑ありますか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 次の技術センターの関係ですけれども、７節賃金ですが、臨時雇

い賃金、作業員賃金ですが、昨年と人数的には変更あるのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 当初予算では特に変更はなく、５人という形で見ております。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。
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〇３番（中川秀雄君） 産業課所管に聞くというよりは、町長の施政方針にありました臨

時雇いの賃金の関係なのですけれども、今年から俸給表も使って１０年までは定期昇給も

できるようにしたということで、それは大変前進的な措置であったと思いますが、昨年か

ら見ますと、同じ５名なのですが、５万円ほど総額で増えております。町長の施政方針の

ほうにあった定期昇給していくという、その起点になる年が実際どうなのかという関係と、

俸給表が普通の正職員と比べて、それぞれ号俸が上がっていくに従って上がっていくのだ

ろうと思うのですけれども、昇給の仕方が同じ号俸ぐらいの正職員と比べてどのようにな

っていくのかという、概要でもいいですから、ご説明願いたいと思うのですけれども。

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。

〇町長（細川雅弘君） お答えします。

施政方針にありましたとおり、かねてから懸案でありました臨時雇用の処遇改善という

ことで、今回今ご質問にありましたとおり一つの俸給表を作りまして、そこに当てはめて

随時昇給をしていくと、そういった形にさせていただきました。ご案内のとおり、地方公

務員法という縛りがありまして、１年を超える雇用はできないと、そういった大きな縛り

があったのですけれども、そこはあえて踏み込んでこういう形にさせていただきました。

先般新聞報道で、自治法なり公務員法を改正して、公務員の中でも非正規雇用が非常に問

題になっていると、そういった処遇改善をするのに臨時雇用も契約によって長期間、ある

いは賞与も与えることができると、こういった法改正の動きがあるようです。ただし、こ

れは平成３１年からというふうに記憶をしております。ある意味で私どもの取り組みが少

し先んじて先行した形かなというふうに思っております。今言ったどこに当てはめるかと

いうことなのですが、俸給表のベースは一般職ではなくて技能労務職という国の基準の給

料表があります。それに準じた形で設定をさせていただいた。そして、どこに当てはめる

かは、年齢、学歴、経験、そういったものの前歴を参酌しましてある程度ここに当てはめ

ると、そこからスタートということでさせていただいております。技術センターの職員募

集につきましては大学卒ということで、スタートは新卒ですと大体大学卒の初任給程度か

と認識しているところでございます。

以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） １２７ページ、ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２９ページ、１３０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３１ページ、１３２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３３ページ、１３４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３５ページ、１３６ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３７ページ、１３８ページ、質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 観光費の最初の報酬関係ですけれども、先ほど産業課長からは特

別説明はなかったのですが、町長の施政方針で保養センターの大規模な補修だとか、いろ

んなもろもろについて検討してもらう委員会を設けたいと、多分それに基づいての設定だ

と思うのですけれども、この後にもいろいろ大規模修理、先ほど課長から説明がありまし

たけれども、今年計上されている分以外にまたさらにいろんな、場合によっては補修の箇

所などはこの検討委員会で検討した結果として出てくる可能性はあるのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 現在今言われたとおりに要望されている案件だけでも、露天

風呂の改修ですとか、いろいろ案件は出てきております。それと、施設も平成７年オープ

ンから相当期間が過ぎておりまして、２８年度でも相当補正で修理費を組ませていただい

た経緯もございます。この先まだまだルオント使っていく上ではいろいろと修理は多分出

てくることが予想されますので、機械等ですとか、そういうものももう既に相当老朽化し

てきて、時々運転がストップしてしまうような機械もございます。そういうものも含めま

して、２９年度で一応検討委員会を設置しまして検討し、順次どこまでが必要なのかとい

うことを含めて検討したいということで考えております。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 検討委員会の構成の関係なのですけれども、どんなような方々を

予定しておりまして、実際に目的とされる検討を行わせるような体制になるのかというの

が心配なものですから、その辺の事情について聞かせてください。

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。

〇産業課長（村上雅之君） 現在私どもで計画しております検討委員のメンバーですけれ

ども、７名ほどを考えております。メンバー的には、観光協会関係、幌加内町の自治区連

合会関係、政和自治区長、幌加内町老人クラブ連合会、幌加内町社会福祉協議会、これの

ほかに一般公募で２名程度ということでの委員会のメンバーを考えております。事務局な

のですが、産業課がメインにはなりますけれども、そもそもルオントにつきましては町民

保養センターという形をとっておりますので、保健福祉課につきましても事務局には入っ

ていただくということで考えております。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにありませんでしょうか、１３７、１３８ページです。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３９ページ、１４０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、５款、６款、７款、全般について質疑を受けます。質疑

ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終わらせていた

だきます。

以上をもちまして産業課所管の質疑を終わらせていただきます。ご苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時２５分

再開 午後 １時３５分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして審査を続けたいと思います。

これより３款民生費、４款衛生費の審査を行いますが、４款衛生費については診療所予

算もあることから、この場から診療所事務長の出席を認めたいと思います。これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、３款民生費の説明をお願いいたします。

保健福祉課長。

〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、保健福祉課関係、３款１項１目からご説明を

申し上げます。１目社会福祉総務費、本年度７，４２１万９，０００円、前年比９８万５，

０００円の減でございます。１節から８節、特に申し上げることはございません。９節旅

費、普通旅費でございますけれども、昨年度も参加しましたシングルペアレント移住定住

情報交換会合同相談会について関西、関東方面で行われる予定となっておりますので、参

加する旅費２名分２５万円を当初より計上しているところでございます。１１節の消耗品

中でございますけれども、人権擁護関係で５年に１度道からの事業で、今回幌加内小学校

６年生、朱鞠内小学校で人権の花運動啓発のため、花の苗など４万４，０００円の予算を

計上しているところでございます。１２節、特に申し上げることはございません。１３節

委託料、福祉除雪委託料で３８６万９，０００円、これは玄関、窓下の除雪３１戸、屋根

業者委託分２１戸、個人委託１０戸分を見ております。１９節負担金、補助及び交付金で

下から５行目になりますけれども、老人家庭等福祉灯油代助成金１３４万４，０００円、

これにつきましては対象は１９２世帯、各７，０００円支給で計上しているところでござ

います。そのほかこのページで特に申し上げることはございませんので、次のページをお

願いいたします。

２目老人福祉費、本年度９，３５７万４，０００円、前年比２，４２８万２，０００円

の減でございます。１節から９節旅費まででございますけれども、特に申し上げることは

ございません。１１節需用費中、一番下段になりますが、特別修繕で６４万６，０００円

でございます。これに関しましては、朱鞠内延寿荘の食堂の床暖パネルヒーターの老朽化

により室温が上がらないということでございますので、新規に冷暖房エアコンを１台設置
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して修繕することで予算を計上しているところでございます。１２節役務費については、

特にございません。１３節委託料でございますけれども、下段の生活管理指導短期宿泊業

務委託料７０万円でございますけれども、昨年度と同様に診療所無床化に伴い、虚弱高齢

者で１週間ほど様子を見る場合などの特養の短期用居室２室を利用することで考えてござ

います。年間１０名、１日１万円の１週間分として予算を計上し、町から事業者への支払

いというふうに考えているところでございます。１４節、特に申し上げることはございま

せんので、次のページをお願いいたします。１８節備品購入費で公用車購入費１８６万円

でございます。介護福祉車両でございますけれども、１６年を経過いたしまして、距離数

も２０万キロを超えました。また、この車両は前輪駆動車ということもありますので、新

規に排気量１，０００ccの４輪駆動車、それから送迎等事業の関係がございますので、乗

りおりが楽なようにスライドドアの車両を購入する予算を計上しているところでございま

す。１９節負担金、補助及び交付金ですが、下から６段目でございますが、地域密着型特

養運営補助金として９７０万円、この件につきましては、今年も繰り返しになりますが、

町立病院から特養に移行する職員７名分の人件費、２８年３月末時点の給与を３年間保障

することで継続し、１７０万円、それから先ほど申し上げました特養施設での短期宿泊事

業の関係に関しましては看護師、介護福祉士、介護員３名分の人件費５０％を見ることと

して８００万円を計上しているところでございます。同じく、下から２段目、地域密着型

特養居住費助成金でございますが、２２５万８，０００円です。これに関しましては、町

立病院から特養に入所した方々の負担の激変緩和として２年度目の負担割合５０％という

ことで計上しているものでございます。そのほかにつきましては、特に申し上げることは

ございません。

続きまして、３目障害者福祉費で本年度５，０７０万８，０００円、前年比１１１万２，

０００円の減でございます。このページ、例年どおりの予算を計上しておりますので、特

に申し上げることはございませんので、次のページをお願いいたします。２０節扶助費の

上から３段目ですが、介護給付訓練等給付費で４，２９８万７，０００円、これに関して

は共同生活援助、就労移行支援などのために障害がある方の生活支援、就労支援として国

５０％、道２５％、町２５％負担ということで本町分の予算を計上しているところでござ

います。そのほか特に申し上げることはございませんので、ページを飛んでいただきまし

て次のページです。

１０５ページ、１０６ページのほうをお願いいたします。保健福祉センター管理費でご

ざいます。本年度３，２９０万８，０００円、前年比５２１万３，０００円の増でござい

ます。１１節需用費中、修繕料で１０７万１，０００円でございますが、本年度も居室部

分のクロスの張りかえを順次行うこととして、３室分で４５万８，８８０円の予算がこの

中に含まれてございます。そのほかにつきましては、特に申し上げることはございません

が、このページで１８節の備品購入費で機械器具購入費４５７万２，０００円の予算を計

上しておりますが、居室部分の各居室等の蓄熱暖房機が開所当時より２０年経過し、製品
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が既に生産中止となっている。部品の在庫も限られてきてございます。今後を見据えまし

て、２９年度から２カ年かけ暖房機の入れ替えを行います。２９年度につきましては、１

人部屋１０室、１部屋当たり４７万５，２００円ということで予算を計上しているところ

でございます。そのほか特に申し上げることはございません。

２項１目児童福祉総務費、本年度１，０６６万５，０００円、前年比４５２万７，００

０円の減でございます。１節から次のページ、１２節まで特に申し上げることはございま

せん。１３節委託料で中段、地域子育て支援拠点事業運営業務委託料で３７万１，０００

円でございますが、この関係につきましては２８年度から週１回の開設体制として運営を

しております。２９年度につきましても同様に週１回ということで開設をしてまいりたい

と思いますので、当分の間は親御さんたちのニーズ、それから職員確保の関係からこの体

制を継続する予定でございます。そのほか、季節保育所、学童保育所は例年どおりの運営

に対し業務委託料を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金で保育所衛生施設

改善事業補助金で１１万９，０００円を計上しておりますが、この関係につきましては汚

水を流す場所が保育園、双葉保育園ですが、少ない。結局は園児の共有スペースを通って

汚水を流す場所まで行かなければいけないということが実態としてございましたので、ト

イレ内に汚水流しを増設いたしまして感染症予防対策を講ずるために１１万９，０００円

の交付を計上しているところでございます。そのほか特に申し上げることはございません。

２目児童扶助費、本年度４，８８５万４，０００円、前年比３７１万９，０００円の増

でございます。２０節扶助費で保育所運営費として３，５８９万２，０００円、２７年の

５月から保育所に関して園児全員の保育の無償化を実施しております。本年度につきまし

ても同様に継続していくところでございます。そのほか特に申し上げることはございませ

ん。

３項１目災害救助費でございますけれども、科目存置として予算を計上しております。

３款については以上で説明を終わらせていただきたいと思います。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。

これから質疑を行います。事項別明細書９７ページから質疑を受けます。９７ページ、

９８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９９ページ、１００ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０１ページ、１０２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０３ページ、１０４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０５ページ、１０６ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０７ページ、１０８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３款民生費全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで３款の質疑を終わります。

それでは次に、４款衛生費に進みます。４款衛生費につきましては、平成２８年度予算

から診療所所管の予算も含まれております。審査につきましては、それぞれの所管ごとに

説明、質疑を行いたいと思います。これについては皆様、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることといたします。

それでは、初めに保健福祉課所管の４款衛生費の説明をお願いいたします。

保健福祉課長。

〇保健福祉課長（中河滋登君） ４款１項１目保健衛生総務費でございます。本年度３０

１万７，０００円、前年比２，２３６万５００円の減でございます。この大きな減額とな

っている要因につきましては、２８年度につきましては当初病院がまだございましたので、

国民健康保険病院会計の繰出金２，３０６万１，０００円、これが計上されておりました

分が皆減となっていることが主な要因でございます。続きまして、１節から１１節までに

つきましては特に申し上げることはございません。１２節役務費、検査手数料で６，００

０円でございますが、隔年で実施いたします体重計等の検査機器検査分でございます。こ

この部分では乳幼児に係る体重計検査分を計上しておりますが、以降検査手数料がその都

度出てまいりますので、ご承知おき願いたいと思います。続きまして、１３節委託料、エ

キノコックス症検診委託料ですが、本年度は５年に１度の一斉検診年となります。検査対

象者を４００人と想定いたしまして、４１万１，０００円を計上しているところでござい

ます。単価につきましては消費税込みの１，０２６円ということで計上しております。続

きまして、１６節は特に申し上げることはございません。１９節負担金、補助及び交付金

中、下から２段目でございますけれども、妊産婦健診等交通費助成金で２９万５，０００

円を計上しております。対象者を８名で見ております。幌加内町片道１，６００円でござ

いますので、往復３，２００円の金額で、それぞれ回数を８名の方が健診等に行かれた場

合のマックスで９２回ということで計算した上で計上しているところでございます。その

ほか特に申し上げることはございません。

２目予防費、本年度５５５万４，０００円、前年比３１万３，０００円の減でございま

す。９節、特に申し上げることはございませんので、次のページをお願いいたします。１

１節需用費、１３節委託料について特に申し上げることはございません。１９節負担金、

補助及び交付金中、下段の日本脳炎予防接種助成金１０万８，０００円でございますけれ

ども、昨年度、２８年度から北海道が指定解除ということになりましたので、本年度も経
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過措置対象者１８歳から２０歳までの４５名の接種率を２０％として見て、９名、２回接

種ということで計上しております。単価は６，０００円として必要経費を計上しておりま

す。そのほかは特に申し上げることはございません。

３健康推進費、本年度４７９万円、前年比５３万２，０００円の減でございます。７節

から１２節役務費まで、特に申し上げることはございません。１３節委託料ですが、３６

０万８，０００円を計上しております。２８年度からは町立診療所のほうで人間ドック等

を行わないということで、旭川市の対がん協会へ送迎バスで各種検診を実施しております

が、本年度も継続をして実施してまいります。回数は、年間３回を予定してございます。

そのほかは特に申し上げることはございません。

４目診療所費でございますが、予算書上、先ほど委員長からお話がありましたとおり、

幌加内診療所、政和診療所が加わっております。本年度予算額１億７，３８４万２，００

０円、前年比１億４，３２０万９，０００円の大幅な減額となってございます。朱鞠内診

療所、歯科診療所に係る予算部分について説明をさせていただきますけれども、予算規模

的には３，５０６万３，０００円となり、前年度３，６７１万円に対しまして１６４万７，

０００円の減額となってございます。要因といたしましては、医薬材料費の落ち込みが主

な要因でございます。その後につきましては、事務長より幌加内及び政和診療所の予算関

係の説明をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。このページの７節、

特に申し上げることはございませんので、次のページをお願いいたします。８節、９節、

１０節についても特に申し上げることはございません。１１節、下段の医薬材料費で５，

２５２万円で計上されてございますけれども、診療所の関係につきましては保健福祉課担

当の部分出で先ほど申した医薬品で１００万円の減額となっているところでございます。

続きまして、１２節の役務費中、下から４段目で一般廃棄物処理手数料で３万５，０００

円を計上しているところでございますけれども、この関係につきましては朱鞠内診療所の

酸素ボンベ１台、それからパソコン２台、これが不用な物品になりましたので、廃棄する

ための手数料でございます。続いて１３節の委託料ですが、上から２段目、管理業務委託

料１，３４１万１，０００円でございます。この関係につきましては、歯科診療所の報酬

ということでございますけれども、平成２９年度より歯科医師、従前は比布町の歯科診療

所を兼務しておりましたが、比布町の診療所老朽化等々の理由により、２９年度より本町

の歯科診療所のみの診療体系ということになります。当分の間は現行の診療体制で進みま

すが、歯科医師からは今後は幌加内だけになるので、診療体制につきまして診療時間、診

療日について今後は見直しを検討していきたい旨のお話をいただいておりますので、お知

らせいたします。そのほか特に申し上げることはございませんので、次のページをお願い

いたします。１８節備品購入費でございます。歯科診療所備品購入費として１００万４，

０００円でございますけれども、防犯カメラを設置する予算を計上しております。４カ所

設置ということで、玄関、会計、診察室、所長室を予定しております。その下、朱鞠内診

療所備品購入費として２６９万５，０００円でございますけれども、これにつきましては
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エックス線の画像読み取り装置が老朽化したため、入れかえするための必要予算を計上し

ているところでございます。１９節負担金、補助及び交付金、２２、２７節について特に

申し上げることはございません。

以上、保健福祉課関係の４款予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長の説明が終わりましたので、質疑を申し受けます。

事項別明細書１０９ページから質疑を受けます。１０９ページ、１１０ページ、質疑あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１１ページ、１１２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１３ページ、１１４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） では、ここで診療所所管の４款衛生費の説明をお願いいたしま

す。

診療所事務長。

〇診療所事務長（蔵前裕幸君） ４款１項４目診療所費のうち、町立幌加内診療所、政和

診療所に係る平成２９年度予算についてご説明いたします。

１１１ページ、１１２ページをご覧ください。７節賃金１，４５７万５，０００円のう

ち１，４５０万６，０００円です。２行目の管理人賃金から臨時技術職員賃金までとなっ

ているところでございます。次のページをお開きください。８節報償費３８３万円の計上

でありますが、全額両診療所の経費となっております。８節報償費で１行目、講師謝礼１

０万円の計上でありますが、これは所内研修講師養成のための計上でありまして、職員の

資質向上に今後も努めてまいりたいと考えているところでございます。９節旅費１２０万

５，０００円のうち１１１万１，０００円となります。２行目、特別旅費９７万円の計上

でございますが、医師、看護師等の研修旅費となっております。１０節交際費２５万円は、

全額両診療所の経費となります。１１節需用費６，３０７万６，０００円のうち５，３３

４万４，０００円となります。需用費については経常経費ですので、特に説明することは

ございません。１２節役務費１０３万７，０００円のうち、診療所に係る経費は６４万５，

０００円となります。１２節につきましても経常経費ですので、特に説明することはござ

いません。１３節委託料２，９７１万５，０００円のうち、診療所に係る経費は１，３９

７万３，０００円となります。この節、下から７行目、町有地地質調査業務委託料１０万
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８，０００円の計上でございますが、医師住宅建設に係る地質調査の業務委託となってお

ります。なお、調査の結果強度が足りないと結果が出た場合は、また補正予算にて関連す

る工事の予算を計上したいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。この節

の一番下です。サーバー機器設定業務委託料１６万円の計上となっています。臨床検査業

務に係るサーバー機について相当な年数が経過しております。故障してからの対応では業

務に支障を来し、また単に機器の入れ替えでは経費が増大するため、既存サーバーを活用

することとし、予算を計上したものでございます。次のページお開きください。１４節使

用料及び賃借料１６５万９，０００円のうち、診療所に係る経費は１２５万９，０００円

です。この節も経常経費ですので、特に説明する項目はございません。

１７節公有財産購入費４，５９８万７，０００円は、全額診療所の経費となります。医

師住宅購入費で同額の計上でございます。医師住宅建設に対し、すぐれた企画力、技術力

などの総合力を備えた民間企業の創意工夫を導入し、公民のパートナーシップのもと、良

質な医師住宅の供給とスムーズな転居を可能とするため、工期の短縮を図ることを目的と

し、公有財産購入費として予算計上させていただきました。事業規模といたしましては、

医師住宅１棟１戸、２００㎡程度、車庫、物置はビルトイン、諸設備の関係も含めた予算

計上となっているところでございます。また、本事業は公募型プロポーザル事業として進

め、予算成立後に募集要項等を公表して事業者を募集し、参加事業者選定を４月中旬、事

業者からの提案書を５月末に締め切り、６月上旬には優先交渉権者を決定して、買い取り

協定締結後工事着手、１１月下旬には買い取り契約を締結、建物の引き渡しを受け、１２

月初旬には入居が可能となるよう進めてまいりますので、ご理解を賜りたいと思います。

１８節備品購入費５４７万６，０００円のうち、下から２行目、幌加内診療所備品購入

費１０７万７，０００円の計上でございます。図書購入費７０万円、合わせて１７７万７，

０００円となっております。診療所備品購入費２点ございまして、まず休日等の日中及び

夜間、平日の夜間も含めですが、職員が不在となります。万が一の対策と予防のため、防

犯カメラの設置購入費として１００万４，０００円、それと待合ホールには現在長いすを

用意はしておりますけれども、体調が少し悪く、横になりたいという方がちょっと見受け

られますので、そういう方のためのチェアベッド１脚分を予算計上させていただいたとこ

ろでございます。１９節負担金、補助及び交付金６７９万１，０００円のうち１１７万８，

０００円となっております。下から３行目、医師勤務環境改善交付金５０万円の計上でご

ざいますけれども、帰省による１回当たりの上限を１０万円として５回分で予算計上させ

ていただいておりますので、ご理解を賜りたいと思います。２２節補償、補填及び賠償金

１０万円の計上でございますけれども、全額診療所の経費となっております。病院事業会

計は平成２８年度で閉鎖することとなりますが、病院収益に係る過年度査定等、いわゆる

返戻金が発生した点に対応する予算を計上させていただいたものでございます。過去２カ

年にわたり請求されることから、仮に予算をオーバーした場合は補正予算にて対応したい

と考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。２７節公課費１４万１，００
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０円のうち、診療所に係る経費は４万６，０００円となっております。自動車重量税４万

６，０００円の計上となっておりますが、説明は特にありません。

以上、４目１億７，３８４万２，０００円のうち、診療所に係る経費は１億３，８００

万５，０００円となります。

収支状況について若干ご説明をさせていただきたいと思います。診療所予算１億３，８

００万５，０００円のうち、経常的経費が９，０７８万１，０００円、投資的経費が４，

７２２万４，０００円となっています。

ここで歳入の説明をさせていただきたいと思いますので、１２款使用料及び手数料、３

４ページ、３５ページをお開きいただきたいと思います。１２款１項３目衛生使用料のう

ち、幌加内診療所使用料８，５００万円、政和診療所使用料２７５万４，０００円を計上

させていただきました。これは、診療報酬及び個人からの一部負担金となっています。

次のページ、３６ページ、３７ページをお開きいただきたいと思います。２項２目衛生

手数料のうち、幌加内診療所手数料６９０万円、政和診療所手数料５万円の計上でござい

ます。ここは、健康診断料、文書証明料等の問題を計上させていただいております。

そうしまして、両診療所に係る収入額の合計は９，４７０万４，０００円となります。

経常経費から見る収支といたしましては、３９０万円余りの黒字ということで２９年度予

算計上させていただいているところでございます。

以上で両診療所の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 診療所の説明が終わりました。

事項別明細書１１１ページ、１１２ページについて質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１３ページ、１１４ページ、質疑を受けます。質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑ありませんか。保健福祉課、診療所所管

全て入ります。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 以上で保健福祉課、診療所所管の質疑を終了いたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時１２分

再開 午後 ２時１４分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして審査を続けます。
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１０款教育費の説明を願います。

教育次長。

〇教育次長（清原吉典君） 予算書１５１ページ、１５２ページをお開きください。１０

款１項１目教育委員会費、本年度１９０万２，０００円、前年同額でございます。この目

については特に説明はございません。

次に、２目事務局費、本年度１１７万３，０００円、前年対比１０万３，０００円の増

でございます。１１節需用費、印刷費でございますけれども、小中学校の健康カードの印

刷が必要なため、前年対比６万４，０００円が増となっております。この目については以

上です。

次に、３目教育振興費でございます。本年度１，４４１万７，０００円、前年対比２２

３万２，０００円の増でございます。次のページをお願いいたします。１３節の委託料、

英語指導助手派遣事業委託料でございます。英語指導助手教育の充実を図ることとしてお

りまして、現在の週３日から５日にするということでございますので、前年対比で１８９

万４，０００円の増となります。次に、１９節負担金、補助及び交付金、下から４つ目で

ございます。高等学校生徒下宿等の補助金３６０万円でございます。昨年から引き続き実

施することとして３０名分の予算を計上しております。次に、２０節扶助費、就学援助費

でございますけれども、継続１０名、新規５名分を見込みまして、学用品費では前年対比

２８７万円の増、給食費では１３万９，０００円の増となっております。この目について

は以上です。次に、４目学校営繕費、本年度７２８万９，０００円、前年対比１９３万２，

０００円でございます。１１節の需用費、特別修繕料の内訳ですけれども、朱鞠内小学校

の外灯が雪で傾いておりますので、撤去費用に６４万８，０００円、朱鞠内小学校の音楽

室のカーペット、一部剥がれておりますので、その張り替え費用に６５万９，０００円、

同じく幌加内中学校の音楽室のカーペットについても張り替え費用に１２９万６，０００

円でございます。幌加内中学校の教員住宅の屋根板金改修に９８万６，０００円を予算計

上しております。この目については以上です。

次に、２項１目学校管理費、本年度７，８６９万円、前年対比２，３２６万円でござい

ます。次のページをお願いいたします。１３節の委託料、下から３段目でございます。母

子里地区の通学児童送迎業務委託料ですけれども、中学生の送迎が増えますので、前年対

比で３２万４，０００円の増額となります。次に、１５節工事請負費です。幌加内小学校

の校舎外壁塗装工事１，９９１万６，０００円でございます。昭和５８年７月の建設以来

３３年経過しておりまして、ひび割れ等がございますので、本年度実施するものでござい

ます。幌加内小学校の玄関ポーチ等改修工事８４５万７，０００円でございます。正面玄

関と給食運搬の入り口、校舎裏ポーチのタイルが剥がれておりますので、補修いたします。

歩く場所につきましては、主にゴムチップ舗装とし、ほかはタイルの補修をするものでご

ざいます。次に、幌加内小学校の煙突改修工事１，２２１万５，０００円でございます。

校舎暖房用ボイラー煙突のアスベストを含む断熱材の撤去費用と新たに煙突を新設する工
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事でございます。朱鞠内小学校の階段室内装改修工事２５４万９，０００円でございます。

階段室の壁紙の補修を行うこととしております。次に、１８節備品購入費、一般備品購入

費の内訳ですけれども、幌加内小学校についてはスチーム式加湿器３台、温湿度計９台、

掃除機４台を購入する費用として２３万６，０００円、朱鞠内小学校については放送用ミ

キサー、除雪機の更新費用に９４万７，０００円を計上しております。また、幌加内小学

校についてですけれども、本年度２、３年生が複式学級になる予定でございますので、黒

板、パーティションの購入費用に２１万円を計上しております。１９節負担金、補助及び

交付金、次のページをお願いいたします。朱鞠内小学校の開校１００周年記念事業の補助

金５０万円ですけれども、記念式典が１０月１日に予定されておりますので、この補助金

としまして予算を計上しております。この目については以上です。

次に、２目教育振興費、本年度１２６万４，０００円、前年対比１０３万９，０００円

のマイナスでございます。この目については特に説明はございません。

次に、３項１目学校管理費、本年度３，７４７万３，０００円、前年対比１，１４４万

３，０００円のマイナスでございます。次のページをお願いいたします。１５節工事請負

費で幌加内中学校の給水設備改修工事１，３３３万８，０００円ですけれども、給水管の

老朽が激しいため、水道管の改修を実施いたします。１８節備品購入費、一般備品購入費

ですけれども、体育館用のホワイトボード、体育館の照明調整機器の購入費用として４４

万８，０００円を計上しております。この目については以上です。

次に、２目教育振興費、本年度１４３万４，０００円、前年対比１１９万円のマイナス

でございます。１８節備品購入費で義務教育教材購入費ですけれども、音楽楽器のトロン

ボーン、ドラムセットの更新費用として５４万４，０００円を追加で計上しております。

この目については以上です。

次に、４項１目高等学校総務費、次のページをお願いいたします。１１節の需用費、特

別修繕料の６７万円でございますけれども、高校の温室棟において液肥散布の際に水たま

りができるため、衛生上問題があるということでございますので、排水対策を実施する費

用を計上しております。１３節委託料、電話システム更新業務委託料１６７万４，０００

円ですけれども、校舎内の電話機に不具合があり、通話に支障が出るときがありますので、

更新費用を計上しております。１５節工事請負費、幌加内高等学校のそば加工室給湯設備

改修工事８１万５，０００円ですけれども、校舎内のそば加工室の給水が漏水のためさび

が出ております。その給水設備改修費用として計上しております。１９節負担金、補助及

び交付金、上川北部高等学校広域連携事業負担金１０万円ですけれども、音威子府村、下

川町、剣淵町、幌加内町の４町村が連携しまして高等学校のＰＲ事業として札幌市におい

て学校紹介、説明会を実施する負担金としまして予算を計上しております。この目につい

ては以上です。

次、２目教育振興費、本年度１，８３５万３，０００円、前年対比３４５万７，０００

円の増でございます。８節の報償費、次のページをお願いいたします。スクールソーシャ
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ルワーカー報償金８６万４，０００円ですけれども、生徒が学校生活で直面する悩みと教

育相談に対応するため、精神保健福祉士の資格を持った方、また大学教授の方など旭川在

住の方２名を委嘱しまして、年間４８回分を引き続き予算計上しております。１３節委託

料、デジタルマーケティングの人材育成委託料４０万円ですけれども、本年度においても

高校で生産された農産物、加工品などネット販売を行うため、ショッピングサイトの構築

費用として計上しております。１５節工事請負費、ＩＣＴ教育教室等設備整備工事３５４

万３，０００円です。関連がありますので、１９節負担金、補助及び交付金、ＩＣＴ教育

振興補助金３９３万１，０００円ですけれども、まず工事費については７教室に高速通信

設備の整備、５教室にホワイトボード、プロジェクター等の機器を整備する費用として計

上しております。１９節のＩＣＴ補助金ですけれども、アイパッド１台、４万７，５２０

円の見積もりでございます。生徒用６５台、先生用５台の合計７０台分の購入費用３３２

万７，０００円、教育支援ソフトウエア生徒用の６５台分、６０万４，０００円を購入す

ることとして予算計上しております。１８節備品購入費、教材備品購入費の内訳ですけれ

ども、商店会やそば祭り等に使用するガス用のフライヤー１台、電子レジスター１台購入

に２２万７，０００円、肉加工用のひき肉製造機１台、腸詰め機器１台、食品中心温度計

１台購入に１１万１，０００円、製菓用の攪拌機１台購入に１１万２，０００円、ＢＳ番

組を教材使用するために視聴用にアンテナ１台、録画再生機器１台購入に１８万８，００

０円、学校ＰＲ撮影用にデジタルカメラ１台購入に７万２，０００円、焼土殺菌機へ土を

投入する際に使用するためベルトコンベヤー１台購入に４４万４，０００円を計上してお

ります。この目については以上です。

次に、３目寄宿舎費、本年度４，２６９万５，０００円、前年対比４，４９７万５，０

００円のマイナスでございます。８節報償費、カウンセリングアドバイザー報償金２７万

円ですけれども、寄宿舎や学校内での生徒の悩みに対し助言や指導を行うため、旭川在住

の診療心理士など専門的な知識のある方を委嘱し、年１５回分を予算計上しております。

次のページをお願いいたします。１３節委託料、調理業務委託料ですけれども、引き続き

株式会社魚国総本社に朝夕食の調理を委託することとして計上しております。委託料の内

訳ですけれども、月額７７万７，６００円の１２カ月分で年間９３３万円、これが人件費

と管理費との基本額でございます。あと、歳入としましては寄宿舎の使用料を充当するこ

ととしております。そのほか食材賄い代として１食３２４円の食数分としまして年間１，

１４２万８，０００円を支出いたします。こちらについては、歳入については寄宿舎の賄

い費収入を充当することとしております。この目については以上です。

次に、５項１目学校給食費、本年度３，８９０万３，０００円、前年対比５７４万６，

０００円の増でございます。１１節の需用費、給食賄い材料費１，４２５万５，０００円

ですけれども、近年の副食材料費等の値上がりもありますが、栄養バランスを維持し、工

夫に努めることとしまして、本年度についても１食当たりの給食費の単価を据え置きまし

て小学校で２５０円、中学校で３０４円、高等学校で３４３円とし、実施いたします。歳
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入といたしまして学校給食費の収入を充当しているところでございます。また、町の単独

分としまして精米に対する助成を行っており、米の価格の２０％分、１７万円を賄い費と

して支出いたします。１３節委託料、調理業務委託料８６８万４，０００円ですけれども、

引き続き富士産業株式会社に調理業務委託を行うこととして月額７２万３，６００円の１

２カ月分で年間８６８万４，０００円を支出いたします。１５節工事請負費、次のページ

をお願いいたします。学校給食センター煙突改修工事９５９万１，０００円ですけれども、

幌加内小学校同様煙突断熱材のアスベスト撤去と煙突の新設に係る工事でございます。１

８節備品購入費、備品購入費の８３万６，０００円ですけれども、おかず用の運搬箱、保

温性能が低下しておりますので、小中高合わせて１７個の購入費用でございます。この目

については以上です。

次に、６項１目社会教育総務費、本年度９１６万４，０００円、前年対比１４２万９，

０００円の増でございます。７節賃金、臨時雇い賃金１６５万円ですけれども、社会教育

係として１名委嘱しておりますが、補正により計上しておりましたので、当初では新規扱

いとなり、追加となっております。１９節負担金、補助及び交付金、次のページをお願い

いたします。文化連盟活動補助金２１９万円ですけれども、内訳としまして８団体に対す

る補助金として２９万円、生涯学習フェスティバル事業１０万円、映画などの芸術鑑賞会

６０万円、芸術作品の鑑賞会１２万円、著名人や団体などを招聘する講演会１０８万円を

支出することとして計上しております。映画や著名人などの具体的な選定については、こ

れから文化連携と協議して進めてまいります。この目については以上です。

次に、２目公民館費、本年度２，７５１万２，０００円、前年対比６９７万４，０００

円の増でございます。１１節需用費、特別修繕料１４４万８，０００円ですけれども、母

子里コミュニティセンター玄関階段のタイルが剥がれておりますので、ゴムチップタイル

へ改修することとして計上しております。１３節委託料、中央公民館耐震診断設計業務委

託料６２９万７，０００円でございますけれども、各階３カ所においてコンクリートのコ

ア抜きを行い、耐震診断するものでございます。１９節負担金、補助及び交付金、次のペ

ージをお願いいたします。分館施設設備補助金の内訳ですけれども、自治区要望で上幌加

内会館の床の張り替えの補助金として４０万７，０００円、あと通常分として２０万円を

計上しております。この補助金の補助率ですけれども、２分の１となっているところでご

ざいます。この目については以上です。

次に、３目生涯学習センター費、本年度２，９６５万円、前年対比２１７万５，０００

円でございます。１１節需用費、特別修繕料の内訳ですけれども、ふれあいホールの音響

設備、スピーカーの切りかえリレーの交換として２４万２，０００円、再生プレーヤーの

交換として１１万２，０００円、ホールの照明設備、無停電設備の交換として２６万９，

０００円、ホールの消防設備、煙感知器及び誘導灯交換として１４万４，０００円、事務

室の再生プレーヤー交換として７万５，０００円、屋外防水修繕として７万円を実施する

こととして計上しております。１８節の備品購入費、次のページをお願いいたします。生



- 52 -

涯学習センター備品購入費ですが、図書室の映像視聴用モニター５台の更新に３８万１，

０００円、同じく図書室のヘッドホン５台の購入に２万３，０００円を追加計上しており

ます。図書購入費については、学校からの要望によりまして児童用総合百科事典１０万６，

０００円を購入する予定でございますので、追加計上しております。この目については以

上です。

次に、７項１目保健体育総務費、本年度２７２万円、前年対比５万４，０００円の増で

ございます。１９節負担金、補助及び交付金、体育協会活動補助金７７万８，０００円の

内訳ですけれども、１２団体への活動事業助成としまして４８万３，０００円、スキー大

会２大会分の開催助成として２１万６，０００円、運営補助分として７万９，０００円を

支出することとして計上しております。リフト減免補助金７６万３，０００円ですが、小

中高校生に対しまして土日祝日のリフト券の全額助成とシーズン券購入費の半額助成を行

っております。この目については以上です。

次に、２目体育施設費、本年度４，０９０万５，０００円、前年対比４９８万８，００

０円のマイナスでございます。１１節需用費、特別修繕料の内訳ですけれども、山村広場

第２駐車場の看板設置と駐輪場の整備で７４万７，０００円を計上しております。そのほ

かスキー場のリフト搬器の滑車の交換、４４２万８，０００円でございます。減速機の整

備、こちらも７５６万円で計上しております。こちらについては、整備計画に基づき実施

するところでございます。次のページをお願いいたします。１３節委託料、管理業務委託

料ですけれども、山村広場のテニスコート防球ネットの取り付け、取り外しに４９万９，

０００円を追加計上しております。１９節負担金、補助及び交付金、ほろたちスキー場の

管理運営補助金２，０００万円ですけれども、平成２６年７月から平成３１年６月までの

５年間、指定管理契約によりまして旭川市の株式会社ダンケジャパンと契約をしていると

ころでございます。本年度についても経営努力に努めまして、安全運行を行うよう指導し

てまいります。この目につきましては以上でございます。

８項１目生活改善センター管理費、本年度２８２万３，０００円、前年対比２８万８，

０００円でございます。１１節の需用費、燃料費ですが、燃料単価の増、過去の実績に伴

い使用量をふやしておりますので、３６万４，０００円の追加となっております。この目

については以上です。

以上、１０款教育費の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、事項別明細書１５１ページから質疑

を受けます。

１５１ページ、１５２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５３ページ、１５４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５５ページ、１５６ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５７ページ、１５８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５９ページ、１６０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６１ページ、１６２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６３ページ、１６４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６５ページ、１６６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６７ページ、１６８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６９ページ、１７０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７１ページ、１７２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７３ページ、１７４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７５ページ、１７６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７７ページ、１７８ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０款教育費全般について質疑を受けます。１０款教育費全般

について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これで１０款に関する質疑を終わらせていただきます。

以上で教育委員会所管の質疑を終わります。ご苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時４２分

再開 午後 ２時５６分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして、これから歳入の審査に入ります。

歳入の説明をお願いいたします。

総務課長。
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〇総務課長（大野克彦君） それでは、一般会計歳入についてご説明いたします。

予算書の１０ページ、１１ページをお願いいたします。１款１項１目町民税、個人で本

年度８，５３４万７，０００円、前年に対しまして４３８万５，０００円の減額でありま

す。これにつきましては、２８年の農業所得の減額に伴う課税標準額の減が主な要因でご

ざいます。

２目法人７２５万５，０００円、４３万８，０００円の減額でございます。平成２８年

度決算見込み額を算出根拠としておりますけれども、一部法人の業績低下が要因でござい

ます。

２項１目固定資産税６，６６２万１，０００円、９０万３，０００円の減額でございま

す。償却資産の課税標準額の減が要因でございます。

２目国有資産等所在市町村交付金４７４万１，０００円、６万５，０００円の増額でご

ざいますが、森林管理局の森林評価の伸びに伴う増でございます。

３項１目軽自動車税４９２万３，０００円、６８万６，０００円の増額でございます。

これにつきましては、グリーン化特例による重課の対象となる車の台数の増が要因となっ

てございます。

４項、次のページをお願いいたします。１目たばこ税、本年度６２４万８，０００円、

３３万１，０００円の減額でございます。平成２８年の実績及び見込みをベースに算出し

てございます。

５項１目入湯税１３９万円、１７万９，０００円の減額でございます。これにつきまし

ても２８年度の実績及び見込みを基礎に減額で算出してございます。

次のページをお願いいたします。２款１項１目地方揮発油譲与税から３１ページの交通

安全対策特別交付金までは副町長の概要説明のとおりでございますので、省略させていた

だきます。

３２ページ目をお願いいたします。１１款１項１目分担金、本年度４，２６２万円、１

８６万４，０００円の減額でございます。これにつきましては、道営幌加内北中山間事業

の終了による減が主な要因となってございます。

続きまして、２項１目負担金、本年度５５万円、２万４００円の増額でありますけれど

も、特にございません。

次のページをお願いいたします。３４ページ、３５ページ目をお願いいたします。１２

款１項１目総務使用料及び２目民生使用料、特にございません。

３目衛生使用料、本年度１億１，３４４万９，０００円、２，５９９万１，０００円の

増額でございます。これにつきましては、昨年７月から病院会計より一般会計へ移行した

幌加内診療所の使用料及び政和診療所の使用料、これが１年分となることにより２，７０

０万円程度増えることが要因となってございます。

続きまして、４目農業使用料、５目商工使用料、特にございません。

６目土木使用料４，７５８万９，０００円に対し、５２万７，０００円の減額でござい
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ます。これにつきましては、公営住宅の入居者の減が要因となってございます。

次のページをお願いいたします。７目教育使用料、２項１目総務手数料、２目衛生手数

料、これにつきましてはそれぞれ前年実績を踏まえ、基礎として減額として計上してござ

います。

３目農業手数料、特にございません。

次のページをお願いいたします。３８ページ、３９ページをお願いいたします。４目教

育手数料、本年度２３９万９，０００円、１９４万８，０００円の増額でございますが、

これにつきましては高校授業料の増額によるアップとなってございます。

次のページをお願いいたします。４０ページ、４１ページをお願いいたします。１３款

１項１目民生費国庫負担金４，７６８万７，０００円、１９３万８，０００円の増額でご

ざいますが、増額につきましては保育所運営費負担金で３３７万３，０００円、児童手当

負担金でマイナス７８万円となっていることが要因となってございます。

２目農林水産業費国庫負担金、特にございません。

２項１目民生費国庫補助金８５万４，０００円に対し、５７４万８，０００円の減額で

ございます。これにつきましては、２８年度において老人福祉寮の火災報知機、スプリン

クラーの整備に対し地域介護・福祉空間整備交付金があったため、減額となってございま

す。

次のページをお願いいたします。２目衛生費国庫補助金６２６万４，０００円の増額と

なってございます。これにつきましては、本年度医師住宅の建設に対する補助金として計

上してございます。

３目土木費国庫補助金、これにつきましては５，８９７万７，０００円、２，５０２万

４，０００円の増額でございますが、概要説明のとおりとなってございます。

次、４目教育費国庫補助金から３項２目民生費委託金まで、特にございません。

次のページをお願いいたします。１４款１項１目民生費道負担金、特にございません。

２項、次のページをお願いいたします。４６ページをお願いいたします。１目民生費道

補助金３９４万７，０００円に対し、８７万６，０００円の増額となってございます。こ

れにつきましては、民生費補助の下段にあります低所得者利用者負担減免措置補助金４９

万円の増、子育て支援対策事業費補助金５７万６，０００円がふえたのが要因となってご

ざいます。

続きまして、２目衛生費道補助金、特にございません。

３目農林水産業費道補助金、概要説明のとおりとなってございます。

次のページをお願いいたします。４８ページ、４９ページをお願いいたします。５目教

育費道補助金、それから６目商工費道補助金、特にございません。

その次、総務費道補助金でありますけれども、これにつきましてはほろみん号にかかわ

る地域づくり交付金の減額により皆減となってございます。

３項１目総務費委託金２４１万８，０００円、３４６万５，０００円の減額でございま
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すけれども、２８年度において参議院選挙の事務費委託費で３００万円がありましたので、

減額の要因となってございます。

次のページをお願いいたします。５０ページ、５１ページ、２目農林水産業費委託金、

３目土木費委託金、特にございません。

次のページ、５２ページ、５３ページをお願いいたします。１５款１項１目財産貸付収

入、特にございません。

２目利子及び配当金１９９万２，０００円、前年に対しまして２２０万４，０００円の

減額となってございます。これにつきましては、基金利子について計上してございますが、

利息がそれぞれ下がりましたので、このような形となってございます。昨年は０．０４５

から０．１１３で金利がついておりますが、今年の見込みといたしましては０．０１から

０．１１％の中で計上しているところでございます。

次のページお願いいたします。５４ページ、５５ページをお願いいたします。２項１目

不動産売払収入、次の２目物品売払収入、特にございません。

３目生産物売払収入２９０万２，０００円に対し、７３万３，０００円の増額でござい

ますが、要因といたしましてはバーク堆肥で６０万円の増額を見込んでございます。

次のページお願いいたします。１６款１項１目一般寄附金、特にございません。

２目使途指定寄附金５００万１，０００円、５００万円の増額となってございますが、

ふるさと納税寄附金といたしまして５００万円の収入を見込んでございます。支出につい

ては２，０００万円に対応するべく支出を組んでおりますけれども、歳入は少な目に５０

０万円ということで計上してございます。

次のページ、５８ページ、５９ページをお願いいたします。１７款１項１目基金繰入金

２億７，６８２万７，０００円、８１７万９，０００円の増額でございます。大きな要因

といたしましては財政調整基金におきまして財源対策のために繰り入れるものでございま

すが、これが昨年よりも予算ベースで１，５００万円増額になっていることが主な要因と

なってございます、

次のページお願いいたします。１８款１項１目繰越金、これは前年同で、特にございま

せん。

次のページ、６２ページ、６３ページお願いいたします。１９款１項１目延滞金からこ

のページの最後、３目雑入まで、特にございません。３目雑入については、概要説明のと

おりとなってございます。このページは以上でございます。

次、最後になりますが、６８ページ、６９ページをお願いいたします。２０款町債でご

ざいますが、これにつきましても副町長の概要説明のとおりでございますので、説明につ

いて省略させていただきます。

以上、歳入につきまして、簡単でありますが、説明を終わらせていただきます。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入についての説明が終わりましたので、事項別明細書１０ペ
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ージから質疑を受けます。

１０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８ページ、１９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２２ページ、２３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２４ページ、２５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２６ページ、２７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２８ページ、２９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３０ページ、３１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３２ページ、３３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３６ページ、３７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３８ページ、３９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４０ページ、４１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４２ページ、４３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４４ページ、４５ページ、質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４６ページ、４７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４８ページ、４９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５０ページ、５１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５２ページ、５３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５４ページ、５５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５６ページ、５７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５８ページ、５９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６０ページ、６１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６２ページ、６３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６４ページ、６５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６６ページ、６７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ６８ページ、６９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ７０ページ、７１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入全般について質疑を受けます。歳入全般について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 質疑なしと認めます。

以上をもちまして一般会計の質疑を終わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時１７分

再開 午後 ３時１７分
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◎延会の議決

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして、委員の皆様にお諮りします。

本日の委員会をこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎延会の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） したがいまして、本日はこれで延会することに決定いたしまし

た。

ご苦労さまでございました。

延会 午後 ３時１８分


